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今月の内容
2018  OCTOBER  No.563

2019 全国高校総体 
名護市で自転車競技(ロード)と

空手道競技 開催

注 :（　）内数字は対前月比

平成30年8月31日現在
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問
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わ
か
め
会
の
健
康
レ
シ
ピ

　稲嶺区では、昨年8月からいきいき百歳体操を

行っています。9月7日、常連3人が稲嶺集落セン

ターでいきいき百歳体操をしました。宮里さん（63）

は「この体操を続けるようになって、痛かった正座が

できるようになった」と笑顔になり、島袋さん（73）

は「足が痛むことがあるので、これ以上悪くなら

ないために続けている」と話しました。

・・・
今 月 の 表 紙・・・

運動で健康づくり

1. うりずん豆はヘタを取り、2～3等分に
切る。生にんにく、しょうがは粗みじん
切り。

2. ベーコンは薄めの短冊切り、生シイタケは
イチョウ切り、赤ピーマンは一口大に切る。　

3. フライパンにごま油を入れ、生にんにく、
しょうがを焦がさないように炒めたら、ベーコン
を入れ炒める。

4. ベーコンがこんがりしたら、その他の材料を
入れ手早く炒め、オイスターソースで調味する。 53-1281☎問 わかめ会事務局

□ うりずん豆(シカクマメ)
□ ベーコン（ショルダー）
□ 生シイタケ
□ 赤ピーマン
□ ごま油
□ しょうが
□ 生にんにく
□ オイスターソース

150g (20本)
50g

4～5枚
1個

大さじ1
5ｇ

5ｇ（1片）
大さじ1/2

材料（４人分）

作り方 サラダや
煮物などにも使える
万能野菜！

うりずん豆の中華炒め
～もっと島野菜を食べよう～

目次
名護市の人口および世帯数
わかめ会の健康レシピ／ うりずん豆の中華炒め　

名護の顔／ 島袋 功さん
各種相談業務

市政FLASH プラス＋

第14期 名護市議会議員26人が誕生

証明書コンビニ交付サービスが始まります

平成31年度4月からの
認可保育施設などの新規利用申し込みについて 

あけみおのまち名護

月刊ナグリ
キラリ輝く中小企業・小規模企業

市民会館からのお知らせ
第6回 名護市環境フェア

市史だより

まちの話題

世界のウチナーンチュの日

自分らしさをもっと 笑顔をずっとー特集 認知症を知ろう

情報ぼっくす
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実るほど 頭を垂れる 稲穂かな
国指定重要無形文化財「琉球舞踊」歌三線 保持者　島袋 功さん（62）

　

平
成
21
年
の
国
指
定
重
要
無

形
文
化
財「
琉
球
舞
踊
」保
持
者

の
一
次
認
定
か
ら
８
年
の
歳
月

を
経
て
、平
成
29
年
10
月
、27
人

の
新
た
な
保
持
者
が
認
定
さ
れ

た
。そ
の
中
の
1
人
が
、仲
尾
次

区
出
身
、為
又
区
在
住
の
島
袋
功

さ
ん
だ
。

　

野
球
少
年
だ
っ
た
と
い
う
島
袋

さ
ん
が
三
線
を
弾
く
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
、23
歳
の
時
に
姉

が
踊
っ
た『
鳩
間
節
』だ
っ
た
。「
沖

縄
の
音
楽
っ
て
い
い
な
あ
、元
気

が
出
る
な
、と
思
っ
た
。最
初
は

工
工
四
な
ん
て
読
め
な
い
か
ら
、

曲
を
聞
い
て
、指
で
そ
の
音
を
探

し
て
練
習
し
た
」と
振
り
返
る
。

そ
の
後
島
袋
さ
ん
が
副
会
長
を

務
め
た
仲
尾
次
青
年
会
と
城
青

年
会
の
交
流
で
、島
袋
さ
ん
が

『
鳩
間
節
』を
披
露
し
た
。「
城
青

年
会
の
1
人
が
そ
こ
で
踊
り
出

し
て
ね
。場
が
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。そ
の
人
か
ら
当
時
市
役

所
の
前
に
あ
っ
た
具
志
堅
興
盛

研
究
所
に
誘
わ
れ
た
」と
懐
か

し
む
。24
歳
で
入
門
し
て
以
来
、

島
袋
さ
ん
は
、野
球
バ
ッ
ト
を

三
線
に
持
ち
替
え
て
芸
能
人
生

を
歩
み
始
め
る
。

　
「
多
く
の
素
晴
ら
し
い
先
輩
が

い
る
中
で
、私
が
保
持
者
と
し
て

認
定
さ
れ
た
の
は
、信
じ
ら
れ
な

い
気
持
ち
。指
導
し
て
く
れ
た

各
種
相
談
業
務（
祝
日
を
除
く
）

不動産無料相談                          第2・4火曜
13:00～ 名護市役所守衛室
沖縄県宅地建物取引業協会
要予約 ☎098-861- 3402

2

不動産無料相談                             第3水曜
14:00～ 名護市役所守衛室
不動産保証協会沖縄県本部 
要予約 ☎098-867-6644

3

                             第2水曜
10:00～15:00 名護市役所守衛室
交通事故相談4

消費者無料相談室
毎週月曜・火曜・木曜 10:00～16:00
名護市産業支援センター

5

                                    第2・4木曜
13:00～16:00 名護市役所守衛室
行政書士無料相談6

市税・国保税納税相談
【夜間】毎週木曜 17:30～20:00(10月18日を除く)
今月は市県民税第3期の納期です。
10月31日（水）までの納付をお願いします。
納税係・保険税係

7

市民ほっと健康相談                                          毎週月曜
9:30～11:30 名護市役所健康増進課・健康相談室
9

こころの健康相談
月曜～金曜 9:00～16:00（福祉職相談員）
第3水曜 午後（臨床心理士、要予約）
社会福祉課 ☎53-1212 内線111

10

児童相談・女性相談・児童虐待相談
月曜～金曜 9:00～17:00
家庭児童相談室 ☎53‐6517

11

生活困窮者自立相談支援
月曜～金曜 9:00～16:00 名護市役所 生活支援課
「くらしと仕事の応援センターさぽんちゅ」 
☎53-1212 内線244

12

                                            第1金曜
14:00～16:00 名護市産業支援センター
「地域若者サポートステーションなご」
☎54-8600

就職出張相談室（無料）13

名護市エコステ3R「なごころ」関連講座
毎週水曜・土曜 なごころ 要予約 ☎43-0254
14

沖縄県断酒協議会・断酒連合会
毎週火曜・水曜・木曜
北部福祉保健所 ☎52-2734

15

もの忘れ相談
毎月第2水曜 10:00~16:00
名護市地域包括支援センター ☎43-0022

16

                           第2・4火曜
13:00～16:00
中央公民館・第4研修室
要予約（相談日の8日前より受付）
☎53-5445

無料法律相談1

                      月曜～金曜
9:00～17:00 中央公民館
教育相談8

芸歴39年の島袋さんは「継続は力なり」と話す

名護の顔
 No126

N A G O  n o  K A O

1955年10月生まれ。仲尾次区出身。琉球古典音楽野村流
音楽協会で具志堅興盛先生、松田健八先生に師事。平成29
年、国指定重要無形文化財「琉球舞踊」歌三線保持者認定。
現在は沖縄県立芸術大学音楽学部音楽科教授として学生を
指導する。

ＰＲＯＦＩＬＥ

先
生
方
、励
ま
し
て
く
れ
た
方
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

こ
こ
ま
で
来
れ
た
。そ
し
て
文
句

一
つ
言
わ
ず
子
ど
も
を
育
て
上

げ
支
え
て
く
れ
た
妻
の
内
助
の

功
に
も
感
謝
し
て
い
る
。『
実
る

ほ
ど
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か
な
』と

い
う
こ
と
わ
ざ
の
と
お
り
、謙
虚

に
、常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
」。

　

島
袋
さ
ん
は
、「
功
謳
―
琉
球

芸
能
の
継
承
発
展 

地
域
の
皆
さ

ん
と
共
に
―
」と
銘
打
ち
、12
月

に
自
身
初
と
な
る
独
演
会
を
名

護
市
民
会
館
で
開
催
す
る
。会
で

は
、羽
地
支
部
婦
人
会
や
東
江

区
老
人
会
、宇
茂
佐
区
、そ
し
て

孫
が
通
う
す
だ
つ
保
育
園
の
児

童
と
の
共
演
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。「
演
者
の
家
族
が
見
に
き
て

く
れ
て
、そ
れ
を
き
っ
か
け
に

沖
縄
の
伝
統
文
化
に
興
味
を
持

ち
、伝
統
を
受
け
継
ぐ
人
材
が

1
人
で
も
増
え
て
く
れ
た
ら
う

れ
し
い
。健
康
管
理
に
気
を
付

け
、ベ
ス
ト
な
状
態
で
臨
み
、地

域
の
皆
さ
ん
と
つ
く
る
素
晴
ら

し
い
舞
台
を
お
見
せ
し
た
い
」と

意
気
込
む
。

　
「
ゴ
ー
ル
は
一
生
か
け
て
も
た

ど
り
着
け
な
い
。死
ぬ
ま
で
研
究
」

と
笑
っ
て
話
す
島
袋
さ
ん
の
独

演
会
へ
、ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
だ
ろ
う
。

く
ん
く
ん
し
ー
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しせ い フ ラッシュ

月・98 月
市政情報、ご活躍したナグンチュ紹介などを掲載します。

　

8
月
30
日
、名
護
市
役
所
で
名
護
市

手
話
施
策
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

協
議
会
委
員
8
人
に
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
た
。協
議
会
は
、今
後
手
話
に
関

す
る
施
策
推
進
の
方
針
を
定
め
、そ
の

実
施
状
況
を
協
議
す
る
。

　

同
会
は
3
月
の
第
1
9
0
回 

名
護

市
議
会
定
例
会
で
名
護
市
手
話
言
語

条
例
が
可
決
、施
行
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
発
足
し
た
も
の
。ろ
う
者
が
自
立

し
た
生
活
を
営
み
、全
て
の
市
民
と

相
互
に
尊
重
し
あ
い
共
生
す
る
地
域

社
会
を
目
指
し
、市
民
や
事
業
者
に

手
話
言
語
の
理
解
促
進
を
図
る
。

名
護
市
手
話
施
策
推
進
協
議
会
が
発
足

名
護
市
手
話
言
語
条
例
施
行
を
受
け

プラス

協議会が行われた 委員に委嘱状が交付された

表彰を報告した花の里づくりの会の儀保会長(左から3人目)

　

め
ん
そ
ー
れ
沖
縄
県
民
運
動
推
進

協
議
会
の「
め
ん
そ
ー
れ
沖
縄
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
表
彰
」で

表
彰
さ
れ
た
花
の
里
づ
く
り
の
会
の

儀
保
充
会
長
ら
が
、8
月
22
日
、名
護

市
役
所
を
訪
れ
、渡
具
知
武
豊
名
護

市
長
に
報
告
し
た
。

　

花
の
里
づ
く
り
の
会
は
、2
0
0
0

年
の
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
発
足

さ
れ
、以
来
年
間
約
25
万
本
の
花
の
苗

を
生
産
し
、市
内
各
所
へ
提
供
す
る

他
、イ
ベ
ン
ト
会
場
の
飾
花
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　

儀
保
会
長
は「
表
彰
は
素
直
に
う
れ

し
い
。来
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ま
で
に

名
護
市
の
花
の
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
を
増
や

し
て
い
き
た
い
」と
展
望
を
話
し
た
。

　

2
0
2
0
年
に
は
、名
護
市
で
第

60
回 

全
日
本
花
い
っ
ぱ
い
名
護
大
会

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

県
の
観
光
発
展
に
寄
与

花
の
里
づ
く
り
の
会
が
表
彰

　
マ
ケ
ド
ニ
ア
共
和
国
の
ア
ン
ド
リ
ヤ
ナ 

ツ
ベ
ト
コ
ビ
ッ
チ
駐
日
大
使
ら
関
係
者

は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

空
手
競
技
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
代
表
選
手
の

合
宿
候
補
地
の
一
つ
と
し
て
名
護
市

を
視
察
し
た
。

　

8
月
30
日
、ツ
ベ
ト
コ
ビ
ッ
チ
駐
日

大
使
と
関
係
者
が
名
護
市
役
所
の

渡
具
知
武
豊
名
護
市
長
の
も
と
を
訪

れ
た
。ツ
ベ
ト
コ
ビ
ッ
チ
駐
日
大
使
は

「
名
護
市
は
、沖
縄
で
一
番
き
れ
い
な

ま
ち
。将
来
的
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

を
し
た
い
」と
述
べ
た
。渡
具
知
市
長
は

「
名
護
市
の
自
然
や
文
化
を
感
じ
て

ほ
し
い
。お
互
い
に
交
流
を
深
め
、良

い
関
係
を
築
き
た
い
」と
歓
迎
し
た
。

　

一
行
は
市
内
各
地
を
視
察
し
、屋

我
地
支
所
で
劉
衛
流
龍
鳳
館
と
交
流

し
た
。

駐
日
マ
ケ
ド
ニ
ア
共
和
国
大
使
が

名
護
市
を
視
察

空手の競技体験を行うツベトコビッチ駐日大使(中央右)

　

7
月
に
ハ
ワ
イ
で
開
か
れ
た

S
U
P（
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル

ボ
ー
ド
）の
世
界
大
会「
M
2
M
」で
、

荒
木
珠
里
さ
ん（
緑
風
学
園
6
年
）が

出
場
者
の
中
で
最
年
少
な
が
ら
完
漕

し
た
。父
親
の
沙
久
治
さ
ん
は
34
回
目

の
出
場
と
な
る「
M
2
O
」で
3
位
入

賞
を
果
た
し
、世
界
を
舞
台
に
親
子

で
活
躍
し
た
。

　

9
月
10
日
、荒
木
さ
ん
ら
は
名
護
市

役
所
の
渡
具
知
武
豊
名
護
市
長
の
も

と
を
訪
れ
報
告
し
た
。珠
里
さ
ん
は

「
前
回
負
け
た
相
手
に
勝
つ
こ
と
が

で
き
て
う
れ
し
い
。夢
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
て
金
メ
ダ
ル
を
と
る
こ
と
」と

語
っ
た
。渡
具
知
市
長
は「
大
き
な
舞

台
で
活
躍
す
る
の
は
す
ご
い
こ
と
。

目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。

世
界
大
会
優
勝
報
告

S
U
P
の
荒
木
フ
ァ
ミ
リ
ー 

た

く

じ

世界大会で最年少完漕を果たした珠里さん(中央)と家族
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（第2回）
１１/２7（火）
18：30-21：00
＠久志支所
ホール

久志地区

１１/２6（月）
18：30-21：00
＠屋部支所
ホール

屋部地区

参加者
募集!!

　　　　 名護市ホームページ掲載の申込様式または任意様式にて
持参、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれかでお申し込みください。

Q．どういった取り組みなの？
A．名護市では、現在、まちの最上位の計画となる
　 総合計画の策定に取り組んでいます。今回実
　 施する「地域別ワークショップ」
　では、市民の皆さん同士で自
　由に意見交換をしていただく
　ことで、計画づくりに活かして
　いくことを目的としています。

Q．参加したいけど、子どもが小さくて…
A．託児を用意しています（要申込）。
　また、お子さまスペースも確保して
　 おりますので、子ども連れ の参加も
　大歓迎です！

Q．誰でも参加できるの？
　 高校生には難しい話だと
　 困るな。
A．高校生以上で名護市の
　 ミライについて語りたい
　 人は誰でも参加OKです。
　 難しい話は一切なく、リ
　ラックスした雰囲気で、
　いろんな方と話をする
　ことで、名護のこれから
　のまちづくりや、地域の
　ことなど一緒
　に思いを巡ら
　せましょう！

観光客が
いっぱい
歩いている
まち！

遊園地が
できていると
いいな♪

海、山、川などの
自然がいつまでも
きれいだと
いいな

大きい病院が
できて健康で
長生きしたい
もんじゃ

安心して
子育てができる
環境になっていると

いいな

第５次 名護市総合計画策定Pro j e c t

よってたかってゆんたく
～地域別ワークショップ～

名護市のミライをみんなで語ろう！

（株）studio-L

募集内容・申込方法

お問い合わせ・申込先

運営支援

募集内容
対 象 者
申込方法

募集期間

みんなで名護市のミライを語りたい方

平成30年１１月２日（金）まで
名護市企画情報課 企画調整係　

※参加無料

５３-１２１２（内線２３９） ５３-６２１０
kikakujouhou@city.nago.lg.jp　

※任意様式記載事項：住所、氏名、性別、年代、参加希望地区を記載してください。
※託児をご希望する場合は、申込時に児童の年齢などを併せてご記載ください。※定員あり

市内在住・在勤・在学の高校生以上

☎ FAX

１１/１３（火）
18：30-21：00
＠市民会館
中ホール

名護地区

１１/１４（水）
18：30-21：00
＠羽地支所
ホール

羽地地区
（第1回）
１１/１５（木）
18：30-21：00
   ＠豊原公民館
ホール

久志地区

１１/１４（水）
18：30-21：00
＠屋我地支所
ホール

屋我地地区

　

9
月
10
日
、Ｊ
Ａ
お
き
な
わ（
沖
縄
県

農
業
協
同
組
合
）名
護
支
店
の
仲
本

汀
支
店
長
ら
関
係
者
が
名
護
市
役
所

を
訪
れ
、渡
具
知
武
豊
名
護
市
長
に

親
子
健
康
手
帳
ケ
ー
ス
7
5
0
個
を

贈
呈
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、Ｊ
Ａ
共
済
地
域

貢
献
活
動
の
一
環
で
、子
育
て
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
の
支
援
を
目
的
と
し
て

い
る
。同
ケ
ー
ス
は
健
康
増
進
課
で

妊
娠
の
届
け
出
を
行
う
際
、親
子
健
康

手
帳
と
一
緒
に
配
布
さ
れ
る
。仲
本

支
店
長
は「
お
母
さ
ん
た
ち
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
、生
地
を
防
水
に
変
更

し
た
り
、模
様
を
沖
縄
ら
し
い
ハ
イ

ビ
ス
カ
ス
柄
に
し
た
り
と
改
良
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
が
元
気
に
育
つ
社
会
に
な
る

よ
う
応
援
し
た
い
」と
話
し
た
。

健
や
か
に
育
て
と
願
い
を
こ
め
て

Ｊ
Ａ
が
親
子
健
康
手
帳
ケ
ー
ス
贈
呈子育てしやすい社会に、と思いを込めて贈呈した関係者ら

寄付金を手渡す大城武会長

　

8
月
30
日
、株
式
会
社
ふ
じ
産
業
の

大
城
武
代
表
取
締
役
会
長
と
大
城
裕

代
表
取
締
役
社
長
ら
関
係
者
が
名
護

市
役
所
を
訪
れ
、渡
具
知
武
豊
名
護

市
長
に
名
護
市
育
英
会
へ
の
寄
付
金
を

手
渡
し
た
。

　

大
城
社
長
は「
ふ
じ
産
業
が
名
護
市

に
営
業
所
を
構
え
て
15
年
に
な
る
。名

護
に
携
わ
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、何
か

を
還
元
し
た
い
と
思
い
寄
付
に
至
っ

た
」と
話
し
た
。渡
具
知
市
長
は「
名
護

市
育
英
会
へ
の
協
力
は
あ
り
が
た
い
。

寄
付
金
は
有
効
に
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
」と
感
謝
し
た
。

　

名
護
市
育
英
会
は
、有
用
な
人
材
の

育
成
を
目
的
と
し
て
教
育
の
機
会
の

均
等
を
図
る
た
め
、経
済
的
理
由
に

よ
る
修
学
困
難
な
者
に
対
し
て
修
学

上
必
要
な
育
英
資
金
を
貸
し
付
け
て

い
る
。

名
護
市
に
還
元
を

名
護
市
育
英
会
に
寄
付 

ふ
じ
産
業

定員
30名

定員
30名

定員
50名

定員
80名

定員
50名

定員
50名
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笑

つ
な
が
る
カ
フ
ェ
で

　
　
　
　
　

楽
し
い
ゆ
ん
た
く

　

病
気
や
介
護
に
つ
い
て
の
話
だ

け
で
は
な
く
、笑
っ
て
一
緒
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
で
き
る

場
と
し
て「
つ
な
が
る
カ
フ
ェ
」が

開
催
さ
れ
て
い
る
。8
月
15
日
、東

江
の
C
A
F
E 

A
G
A
R
I
E

で
は
認
知
症
当
事
者
や
介
護
に

携
わ
っ
て
い
る
家
族
、傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、会
話
を
楽
し

ん
だ
。

　

当
事
者
か
ら
は「
こ
う
い
う
会

が
楽
し
み
」、「
み
ん
な
と
お
し
ゃ

べ
り
で
き
て
楽
し
い
」と
い
う
声
が

上
が
っ
た
。佐
藤
義
男
さ
ん（
83
）

は「
い
つ
も
こ
こ
で
話
を
し
て
、自

分
が
磨
か
れ
て
い
る
」と
笑
顔
を

み
せ
る
。

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
具
志
堅

あ
き
お
さ
ん
は「
み
ん
な
個
性
が

あ
っ
て
、笑
顔
が
よ
い
。自
分
の
た

め
に
な
る
の
で
こ
れ
か
ら
も
つ
な

が
って
い
た
い
」と
感
想
を
語
っ
た
。

　

場
所
を
提
供
し
た
カ
フ
ェ
オ
ー

ナ
ー
の
北
島
枝
利
子
さ
ん
は「
こ

の
よ
う
な
形
で
多
く
の
人
に
利
用

し
て
も
ら
え
る
こ
と
は
う
れ
し
い

こ
と
。介
護
事
業
者
の
方
も
来
て

お
り
、地
域
の
交
流
の
場
に
な
れ

ば
と
思
う
」と
笑
顔
を
み
せ
た
。

　自分らしく笑顔で人生を歩み続けることについて考えたことはありますか。

　一つの病気として、誰もが認知症になる可能性があります。認知症を正しく理解し、当事者に対して思い

やりを持って寄り添うことができるでしょうか。この特集を通して、一人ひとりが当事者の気持ちで考えて

みませんか。

特集

特集 認知症を知ろう

自分らしさをもっと
笑顔をずっと 認知症を知ろう

佐藤 義男さんのストーリー
自分を褒めてあげる

　「
佐
藤
さ
ん
で
す
ね
。彼
は
経
営
の
知
識
が
あ
っ
て
話
が
面
白
い
ん
で
す
。こ
れ

ま
で
の
仕
事
の
経
験
談
を
話
し
て
く
れ
る
し
、い
ろ
い
ろ
な
格
言
を
教
え
て
く

れ
る
の
で『
佐
藤
語
録
』が
作
れ
ま
す
よ
。自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
る

方
で
す
」　
―
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
石
黒
由
紀
さ
ん
談

海岸を見つめて話す佐藤さん

参加者は会話を楽しむ

STORY
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こ
れ
ま
で
十
分
よ
く
が
ん
ば
っ
た
と

自
分
を
褒
め
て
い
る

自
分
を
成
長
さ
せ
る
た
め

　
　

井
の
中
の
蛙
で
は
よ
く
な
い

不
安
に
な
る
こ
と
も
あ
る
け
ど
、

　

プ
ラ
ス
思
考
に
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る

　

毎
朝
、東
江
の
護
岸
を
歩
き
、釣
り

人
が
残
し
た
ご
み
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清

掃
し
て
い
る
人
が
い
る
。佐
藤
義
男
さ
ん

（
83
）だ
。

　

佐
藤
さ
ん
は
日
課
の
清
掃
を
終
え
る

と
玄
関
前
に
椅
子
を
出
し
、一
服
す
る
。

「
私
は
観
光
一
筋
で
生
き
て
き
た
。青
い

海
、青
い
空
、足
元
を
み
た
ら
ゴ
ミ
だ
ら

け
で
は
だ
め
で
し
ょ
う
」と
笑
顔
に
な
る
。

　

本
土
で
宿
泊
施
設
の
経
営
に
従
事

（
本
人
は
流
れ
番
頭
と
表
現
）し
、20
代
で

神
奈
川
県
か
ら
沖
縄
に
移
住
し
た
。

　

恩
納
村
の
ホ
テ
ル
に
勤
務
し
、従
業
員

を
指
導
し
た
。「
布
団
の
畳
み
方
、ト
イ

レ
掃
除
。洋
風
の
生
活
に
慣
れ
て
い
る

従
業
員
に
和
室
の
整
え
方
を
教
え
た
よ
。

仕
事
で
は
い
つ
も
厳
し
か
っ
た
か
ら
、鬼

の
佐
藤
だ
っ
た
よ
」と
振
り
返
る
。

　

そ
の
後
も
市
内
の
観
光
施
設
な
ど
で

勤
め
た
。釣
り
が
好
き
で
、退
職
し
て
か

ら
は
、釣
り
あ
げ
た
魚
を
三
枚
に
お
ろ

し
、近
所
の
人
に
配
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

多
く
を
語
ら
な
い
ほ
う
が

よ
い
か
な
と
思
う
こ
と
も
あ
る

周
囲
の
人
に
恵
ま
れ
て
い
る

　

数
年
前
、自
動
車
免
許
の
更
新
を
忘

集う場所 つながるカフェ
　認知症または認知症の可能性のある方、介護家族、専門職の方や一般の方。
地域のどなたでも参加できる集いの場です。

つながるカフェに集まる皆さん

写真右：毎朝清掃する海岸を案内する佐藤さん
写真左：大物を釣ったときの魚拓が自宅に飾られている

４３-００２２☎名護市地域包括支援センター問

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
運
転

を
や
め
た
。少
し
ず
つ
物
忘
れ
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
時
期
だ
。

　
「
自
分
が
変
な
こ
と
を
言
っ
て
な
い
か

気
に
な
る
ん
だ
よ
。最
近
は
自
分
か
ら

周
り
の
人
を
避
け
て
い
て
ね
。昔
は
心
臓

に
毛
が
生
え
た
よ
う
に
誰
に
で
も
話
し

た
が
、今
は
多
く
を
語
ら
な
い
ほ
う
が

良
い
の
か
な
と
思
う
こ
と
も
あ
る
よ
」

と
た
ば
こ
を
く
ゆ
ら
せ
る
。

　

認
知
症
の
症
状
が
出
て
も
生
活
は
変

わ
ら
な
い
。「
連
れ
が
他
界
し
て
か
ら
は
、

一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
。も
と
も
と
料
理

も
自
分
で
や
る
し
、困
っ
た
こ
と
は
な
い

よ
。周
囲
の
人
に
恵
ま
れ
て
い
る
ん
だ

な
」と
笑
顔
を
み
せ
る
。

　
「
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
不
安
に
な

る
こ
と
も
あ
る
け
ど
、プ
ラ
ス
思
考
に

い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。〝
お
前
は
年
な
ん

だ
か
ら
、こ
れ
ま
で
十
分
が
ん
ば
っ
た
よ
〞

と
自
分
で
自
分
を
褒
め
る
よ
う
に
し

て
い
る
よ
」。

　

清
掃
活
動
を
通
し
て
地
域
に
も
気
を

配
る
。「
足
腰
を
鍛
え
る
た
め
に
毎
朝

海
の
ご
み
を
拾
っ
て
い
る
。な
い
ち
ゃ
ー
が

沖
縄
に
恩
を
返
す
つ
も
り
だ
と
思
っ
て

ほ
し
い
」と
海
を
見
つ
め
る
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、「
つ
な
が
る
カ
フ
ェ
」に

参
加
し
て
い
る
。

　
「
自
分
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
井
の

中
の
蛙
で
は
よ
く
な
い
。プ
ラ
ス
思
考
で

い
る
こ
と
、外
の
世
界
に
出
る
こ
と
」と

カ
フ
ェ
で
の
出
会
い
を
楽
し
ん
で
い
る
。

「
で
し
ゃ
ば
り
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、私

に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
、い
つ
で
も

協
力
す
る
よ
」と
笑
う
。

　

佐
藤
さ
ん
は
自
分
ら
し
く
人
生
を

送
っ
て
い
る
。

東江5-14-12 豊マンション1階
毎月第３水曜日 午後1時～午後3時

ＣＡＦＥ ＡＧＡＲＩＥ
宮里5-4-29
毎月第２土曜日 午後2時～午後4時

名護厚生園
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母
が
大
好
き
な
花
を
咲
か
せ
る

　

8
月
、大
西
区
に
あ
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
ひ
だ
ま
り
の
玄
関
に
は
、色
と

り
ど
り
の
百
日
草
が
咲
い
た
。秋
は

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、冬
は
ベ
ゴ
ニ
ア
と
、

入
所
者
や
地
域
の
人
を
楽
し
ま
せ
て
い

る
花
壇
だ
。 

　

花
の
世
話
を
し
て
い
る
の
は
、比
嘉

孝
子
さ
ん
。ひ
だ
ま
り
に
は
実
母
の

君
子
さ
ん（
99
）が
暮
ら
し
て
い
る
。

孝
子
さ
ん
は
、教
員
を
退
職
し
た
後
、

夫
婦
で
種
か
ら
花
の
苗
を
育
て
、グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
保
育
園
な
ど
に
無
償

提
供
し
て
い
る
。

　

孝
子
さ
ん
は「
母
が
大
好
き
な
花
を

咲
か
せ
て
、散
歩
の
と
き
に
一
緒
に
見
て

い
る
ん
で
す
」と
百
日
草
を
見
つ
め
る
。

知
識
は
あ
る
つ
も
り
だ
っ
た
け
れ
ど
、

何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か・・・

　

10
年
前
、君
子
さ
ん
が
転
ん
で
ケ
ガ
を

し
た
こ
と
で
入
院
し
た
。病
室
の
布
団
の

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
で
、

心
が
落
ち
着
い
た

　

孝
子
さ
ん
は
名
護
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」に
参
加
し
、ま

た
若
年
性
認
知
症
の
当
事
者
の
講
演
を

聞
い
た
。「
当
事
者
は
自
分
な
り
に
一
生

懸
命
伝
え
よ
う
し
て
い
て
、で
も
伝
わ

ら
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。こ
ん
な
話

を
聞
い
て
か
ら
は
、相
手
の
気
持
ち
を

考
え
る
こ
と
で
心
が
落
ち
着
き
ま
し

た
。自
分
自
身
が
変
わ
ら
な
い
と
い
け

な
い
と
気
付
い
た
ん
で
す
」と
前
向
き

に
な
っ
た
。

比嘉孝子さんと
君子さんのストーリー

母が大好きな花を
咲かせる

　「
毎
朝
、花
壇
の
水
や
り
や
草

取
り
な
ど
世
話
を
欠
か
さ
な
い

し
、台
風
の
前
に
は
ネ
ッ
ト
を

張
っ
て
花
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

3
カ
月
に
一
度
、季
節
の
花
を

植
え
替
え
て
、9
年
間
も
続
け

て
い
る
ん
で
す
。お
母
さ
ま
も
他

の
入
所
し
て
い
る
人
も
花
を
見
て

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
よ
」。

―
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
だ
ま
り
の

管
理
者
大
城
久
美
子
さ
ん
談

花を見て笑顔になる君子さん（左）と孝子さん

STORY

特集 認知症を知ろう

糸
を
一
本
一
本
抜
く
な
ど
、普
段
見

ら
れ
な
い
よ
う
な
行
動
を
と
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

診
断
の
結
果
は「
認
知
症
」だ
っ
た
。

　

孝
子
さ
ん
は「
認
知
症
に
関
す
る
知

識
は
持
っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
。で
も

実
際
に
家
族
に
そ
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ

る
と
、ま
っ
た
く
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
わ

か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
」と
振
り
返
る
。

　
「
母
は
徐
々
に
き
つ
い
言
葉
を
言
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。い
つ
も
会
い
に

行
く
と
喜
ん
で
い
た
の
に『
な
ん
で
来

た
？
』と
言
わ
れ
た
と
き
に
カ
チ
ン
と

来
て
し
ま
っ
て
。頭
の
中
で
は
わ
か
っ
て

い
る
の
に
、以
前
と
違
う
母
に
な
っ
て
、

カ
ッ
と
な
っ
て
し
ま
う
…
」と
う
つ
む
く
。

　
「
今
ま
で
の
母
は
人
に
尽
く
し
て
き

ま
し
た
。我
慢
し
て
い
た
人
生
だ
っ
た

の
で
、そ
れ
を
発
散
し
て
い
る
の
だ
と

思
う
」。
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相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
で
、

心
が
落
ち
着
い
た

母が大好きな花を咲かせる

話
を
聞
い
て
心
が
洗
わ
れ
る

　

孝
子
さ
ん
は「
つ
な
が
る
カ
フ
ェ
」に

参
加
し
て
い
る
。「
10
分
で
も
時
間
を
つ

く
っ
て
参
加
し
た
い
と
思
う
会
。当
事

者
や
家
族
の
皆
さ
ん
の
話
を
聞
い
て

い
る
と
心
が
洗
わ
れ
る
。温
か
く
な
る
。

母
に
優
し
く
接
す
る
よ
う
に
な
れ
た
の

　認知症サポーターとは、認知症を理解し、認知症の人や
家族を支援する応援者です。
　あなたも認知症サポーターになり、自分の家族、地域の方、
友達、知人が安心して暮らせる応援者の一人になりませんか。
サポーターになる為には「サポーター養成講座」の受講が
必要です。

写真左：毎日花の世話をする孝子さん

認知症サポーターに
配られるオレンジリング
（ブレスレット）

写真右：凛と咲く百日草

花壇の前を散歩する2人

毎年認知症サポーター講座を開催する屋部小学校

　

孝
子
さ
ん
は
君
子
さ
ん
の
大
好
き

な
花
を
植
え
、毎
日
世
話
を
し
て
い
る
。

天
気
の
良
い
日
は
一
緒
に
散
歩
し
、会

話
を
楽
し
む
。「
花
を
見
る
こ
と
で
母

と
季
節
を
感
じ
な
が
ら
話
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。自
分
が
で
き
る
こ
と
を
少

し
で
も
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
」と
笑
顔

に
な
る
。

認知症サポーターになりませんか

認知症サポーターの人数

年 度

サポーター数 364 733 347 1,059

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

４３-００２２☎名護市地域包括支援センター問

も
こ
の
会
の
お
か
げ
。長
く
続
け
た
い

で
す
」。

　

孝
子
さ
ん
は
、周
り
の
支
え
を
受

け
、君
子
さ
ん
と
の
歩
み
を
続
け
て

い
る
。
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予
防
が
大
切

生
活
習
慣
に
関
係
も

食
事
と
運
動
を
意
識
し
よ
う

●
古
謝
氏
の
お
話

症
状
が
軽
い
う
ち
に
相
談
を

　

認
知
症
は
種
類
に
よ
り
ま
す
が
、

症
状
が
軽
い
う
ち
に
相
談
し
た
ほ
う

が
よ
い
で
す
。ま
た
現
場
で
関
係
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
と
な
る
た
め
、

名
護
市
に
は
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

チ
ー
ム
は
、本
人
、家
族
、地
域
の

人
と
情
報
を
交
換
し
な
が
ら
、必
要

　
「
認
知
症
は
、脳
血
管
疾
患
、ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
脳
の
器
質
的
な
変

化
に
よ
る
記
憶
機
能
お
よ
び
認
知

機
能
が
低
下
し
た
状
態
の
こ
と
で

あ
り
、誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
脳
の

病
気
で
す
」。

（
参
照
：
沖
縄
県
H
P（
認
知
症
に
つい
て
）

w
w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/
kodom

o/korei/12553.htm
l

）

食
事
と
運
動

生
活
習
慣
病
か
ら
発
症
す
る
こ
と
も

　

認
知
症
は
血
管
や
血
流
に
関
係
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。食
事
と
運
動

を
意
識
し
、生
活
習
慣
を
よ
く
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。ま
た
、健
康
診
断
を

定
期
的
に
受
け
、血
糖
値
が
上
が
っ
て

い
な
い
か
、普
段
か
ら
自
分
の
体
の
こ

と
を
知
る
こ
と
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

◉
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

　

名
護
市
で
は
、認
知
症
に
対
す
る

支
援
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
認
知

症
地
域
支
援
推
進
員
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
な
ど
を
と
お
し
て
地
域
の
方
に

身
近
な
病
気
と
し
て
認
知
症
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
活
動
を
し
ま
す
。

　

運
動
は
、健
康
の
た
め
に
な
り
、

ま
た
認
知
症
の
予
防
に
も
有
効
と

さ
れ
て
い
ま
す
。地
域
で
楽
し
く

い
き
い
き
と
取
り
組
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

運
動
で
予
防

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
で
き
る
寝

た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
の
身
体

作
り
の
体
操
で
す
。※
詳
細
は
名
護

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

い
き
い
き
百
歳
体
操

◉
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　

複
数
の
専
門
職
が
認
知
症
の
可
能

性
が
あ
る
方
や
家
族
を
訪
問
し
、自
立

生
活
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
チ
ー
ム
。チ
ー

ム
で
は
必
要
に
応
じ
専
門
機
関
へ
の

受
診
を
促
し
、必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

な
ど
へ
つ
な
げ
る
検
討
を
し
ま
す
。

正
し
い
知
識
を
持
っ
て

抱
え
込
ん
で
は
い
け
な
い

　
い
ろ
い
ろ
な
病
気
に
関
心
を
も
ち
、

知
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。高

齢
者
だ
け
で
な
く
、若
い
う
ち
か
ら

認
知
症
に
つ
い
て
は
意
識
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
身
近
に
認
知
症
の
方
が
い
て

も
、抱
え
込
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

症
状
が
出
た
か
ら
だ
め
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
の
方
も
住
み
慣
れ
た
ま
ち

で
楽
し
く
過
ご
せ
ま
す
。病
院
だ
け

で
な
く
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
家
族

の
会
、つ
な
が
る
カ
フ
ェ
な
ど
、い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み

メンタルクリニックやんばる所長
名護市認知症初期集中支援チーム

認知症サポート医

古謝 淳氏

特集 認知症を知ろう

が
あ
り
ま
す
の
で
、正
し
い
知
識
を
得
て

み
ん
な
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

な
機
関
や
治
療
な
ど
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。本
人
も
家
族
も
地
域
も
認
知

症
を
知
る
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

い
き
い
き
百
歳
体
操 

実
施
地
域

地域名 曜日 曜日地域名 曜日地域名

宇 茂 佐

稲 嶺

大 西

真 喜 屋

瀬 嵩

三 原

嘉 陽

数 久 田

世 冨 慶

大      東

豊      原

宮      里

大      北
シルバーちゃん
（まちなか市営住宅）

運 天 原

大 浦

為 又

東 江

大 中

大 南

幸 喜

水・金

水

月

金

木

月

月

金

金

水

水

金

火

月

月

水

月

木

金

金

月～金稲嶺区のいきいき百歳体操の様子
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認
知
症
に
な
っ
て
も

暮
ら
し
や
す
い
地
域
に

ケ
ア
は
医
療
、介
護
、地
域
と
と
も
に

認
知
症
を
理
解
し
、ゆ
い
ま
ー
る
の
心
を

（
参
照
：
沖
縄
県
H
P（
認
知
症
に
つい
て
）

w
w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/
kodom

o/korei/12553.htm
l

）

2025年には認知症高齢者は約730万人に
　国が策定した認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）で
は、認知症高齢者の数は2025年には約730万人になるとされて
います。これは65歳以上の5人に1人を占めます。名護市でも増加
している傾向があります（上記表）
　これからの社会は、認知症の人の意思が尊重され、できる限り
住み慣れた地域の、良い環境で自分らしく暮らし続けることが
求められます。

65歳以上要介護（要支援）認定を受けている人の「認知症高齢者の
日常生活自立度調査」における判定ランクⅡ以上の人数推移

●
西
口
氏
の
お
話

認
知
症
家
族
の
会
で
情
報
共
有

　

宮
里
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
、本
人
や
家
族
、地
域
の
施
設

や
医
療
機
関
な
ど
か
ら
受
診
の
相
談
を

受
け
ま
す
。

　

認
知
症
家
族
の
会
で
は
、介
護
さ
れ

て
い
る
家
族
の
方
が
そ
の
生
活
の
話
を

情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。人
に
よ
って
は
、

症
状
が
出
始
め
た
と
き
の
対
応
が
わ
か

ら
な
い
場
合
が
多
い
の
で
、家
族
会
を
通

し
て
知
識
を
得
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
早
期
発
見
、早
期
受
診
が

重
要
で
す
。医
療
に
つ
な
げ
、進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。少
し
で
も
以
前
と
違
う
と
感
じ

た
ら
ま
ず
は
専
門
機
関
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
は
何
も

分
か
ら
な
い
、何
も
で
き
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。認
知
症
に
な
っ
て
も
、

周
囲
の
理
解
と
気
遣
い
が
あ
れ
ば
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
」。

◉
地
域
で
見
守
り
ま
し
ょ
う

認
知
症
ケ
ア
の
た
め
の
心
得

《
３
つ
の〝
な
い
〞
》

①
驚
か
せ
な
い

②
急
が
せ
な
い

③
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
な
い

　

そ
の
人
ら
し
さ
を
理
解
し
、受
け

入
れ
、尊
重
す
る
こ
と
を
心
得
ま

し
ょ
う
。

　

認
知
症
は
病
気
の
一
つ
と
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

〝
さ
り
げ
な
く
・
自
然
に
〞
そ
れ
が

一
番
の
支
援
で
す
。

◉
お
わ
り
に

　

こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
、誰
も
が

自
分
ら
し
く
笑
顔
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
、認
知
症
の
正
し
い
知
識
を
持

つ
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。介
護
で

大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
方
も
当
事

者
同
士
で
境
遇
を
共
有
す
る
こ
と
で

肩
の
荷
を
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
人
ひ
と
り
が
認
知
症
を
理
解
し
、

家
族
や
地
域
で
ゆ
い
ま
ー
る
の
心
を

共
有
し
ま
し
ょ
う
。

　認知症の症状などにより、行方不明となったときに警察、
地域の協力を得て早期発見につなげるシステムです。

行方不明となったときには、家族→警察→地域包括
支援センター→協力機関へ。情報配信を行います。

☆ＳＯＳネットワークを利用するためには事前登録が必要です。
　登録は無料。

　早めの相談や受診が大切です。
　早期診断・早期治療が重要です。

受付：月曜～金曜
　　 午前8時30分～午後5時30分

５３-７７７２（直通）☎

受付：月曜～金曜 午前9時～午後4時４３-００２２☎

宮里病院 精神保健福祉士
名護市認知症初期集中支援チーム

西口 武志氏

認知症疾患医療センター（宮里病院内）

名護市地域包括支援センター（担当：認知症地域支援推進員）
名護市地域包括支援センター問 43-0022☎

区分

沖縄県

名護市

単位：人

39,10835,523 38,628 39,574 39,393

1,6191,556 1,831 1,881 1,968

平成26年
　 3月31日

平成27年
　 3月31日

平成28年
　 3月31日

平成29年
　 3月31日

平成30年
　 3月31日

認知症ＳＯＳネットワーク 認知症の相談窓口
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第14期 名護市議会議員26人が誕生
　任期満了に伴い、9月9日、投開票が行われた名護市議会議員選挙で26人の議員が誕生しました。各議員氏名、
所属党派、当選回数、住所は以下のとおりです。※50音順

石嶺 康政
（呉我）
無・新

大城 秀樹
（山入端）
公明・現6

大城 敬人
（幸喜）
無・現11

 大浜 幸秀
（宮里）
無・新

翁長 久美子
（為又）
無・現3

神山 正樹
（宮里）
無・現5

 川野 純治
（中山）
社民・現3

岸本 直也
（東江）
無・現4

岸本 洋平
（宇茂佐）
無・現4

金城 隆
（屋我）
無・現2

金城 善英
（大中）
公明・現5

小濱 守男
（真喜屋）
無・現6

島袋 力
（数久田）
無・新

平 光男
（川上）
無・新

仲尾 ちあき
（宮里）
無・現2

仲村 善幸
（東江）
無・現4

長山 正邦
（安和）
無・新

比嘉 勝彦
（大北）
無・現3

東恩納 琢磨
（瀬嵩）
社大・現4

比嘉 忍
（大西）
無・現4

比嘉 拓也
（伊差川）
無・現3

比嘉 祐一
（宮里）
無・現7

宮城 さゆり
（世冨慶）
無・現2

宮城 安秀
（辺野古）
無・現3

宮里 尚
（港）
無・現2

吉居 俊平
（大東）
共産・新
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認可保育施設などの新規利用申し込みについて平成3１年度
4月からの

あなたの認定区分は？ 利用できる施設は？あなたの認定区分は？ 利用できる施設は？

利用手続きの流れ利用手続きの流れ

スタート

3～5歳

いいえ はい いいえはい

0～2歳

お子さんの年齢は？
（平成31年4月1日時点の年齢）

「保育を必要とする事由」に
該当しますか？

「保育を必要とする事由」に
該当しますか？

◉対象年齢　満3歳から
※公立幼稚園は5歳児から
　（一部4歳児からの園もあります）

◉問い合わせ先
　各私立幼稚園、認定こども園

◉問い合わせ先
　名護市保育・幼稚園課 保育係
　TEL:53-1212（内線122）

◉留意事項
　※名護市内に居住する児童が対象となります
　　が、転入予定での申し込みも可能です。
　※広域利用をご希望の方は、保育係までご
　　相談ください。

◉対象年齢　生後6カ月から

認
定
区
分

利
用
で
き
る

施
設

利
用
で
き
る

施
設

3号認定
（保育認定）

認定
できません

2号認定
（保育認定）

幼稚園 認定
こども園 保育所 保育所 認定

こども園
小規模
保育
事業所

1号認定
（教育認定）

幼稚園などの施設に直接申し込み

施設から内定を受けます
※定員超過の際には内定できない場合があります

施設を通じて名護市に
認定の申請をします

利用決定となります

施設を通じて名護市から
認定証が交付されます

市立幼稚園については23ページをご確認
ください。

2号・3号認定の申し込み詳細

名護市に申し込み
※認定申請と利用申し込みを同時にします

保育の必要性が認められれば、名護市が
認定および利用調整を行います

内定した場合、健康診断書を持参の上、
内定先施設で面接をします

面接の結果、受け入れ可能な場合は
利用決定となります

内定しなかった場合は待機となり
年度途中で空きが出た場合に
再度利用調整を行います

※認可外保育所、または私立幼稚園2歳児クラスを利用
　希望の場合は、各園へお問い合わせください。

注1「保育を必要とする事由」

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.

就労（月64時間以上）
妊娠、出産
保護者の疾病、障がい
同居親族の介護・看護
災害復旧
求職活動（起業準備含む）
就学（職業訓練含む）
虐待やDVのおそれがある
育児休業取得時の継続利用
その他、上記に類すること

※1号認定は下記の事由に該当して
　いなくても申し込み可能です。
※2号および3号認定は、保護者(父
　および母)が下記のいずれかの事由
　に該当していることが必要です。

　認可保育施設などを利用するには1号から3号の「支給認定」を受ける必要があります。認定区分や利用できる施設については
下記のフローチャートでご確認ください。

※現在待機中となっている児童についても、
　あらためて申し込みが必要となります。

10月22日(月)から配布予定
※保育・幼稚園課窓口で受け取るか、名護市　
　ホームページからダウンロードしてください。

申込案内書・申込書などの配布

「申込案内書」をご確認ください。
提出書類

11月19日(月)～12月7日(金)
※平成3１年4月利用希望の方に限ります。
　5月以降の申込期間については、「申込
　案内書」をご確認ください。

申込期間

保育・幼稚園課 保育係 窓口
受付場所

1号認定
（私立幼稚園、認定こども園）

2号・3号認定
(保育所、認定こども園、小規模保育事業所)

５３-１２１２（内線１２２）☎保育・幼稚園課 保育係問

　認可保育施設などに在園中の児童も
新年度の継続手続きが必要です。各園を
通して案内文を配布しますので、手続きの
漏れがないようご注意ください。

認可保育施設などに在園中の方へ◉留意事項
　 ※認定の必要がない私立幼稚園もあ
　ります。
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証
明
書

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
が
始
ま
り
ま
す

　

平
成
31
年
2
月
末
か
ら
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
左
記
の

各
種
証
明
書
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ご
利
用
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
が

ま
だ
の
方
は
、こ
れ
を
機
会
に
お
手
続
き
し
ま
せ
ん
か
。

毎日
午前6時30分～午後11時
(土日、祝日利用可能)

※年末年始はメンテナンスのため　
　利用できません。

◉ローソン
◉ファミリーマート
◉セブンイレブン
などのコンビニエンスストア

※県外の店舗でも利用できます。

◉コンビニエンスストア内のマルチ　  
　コピー機を自分で操作します。　
　個人情報が他人の目に触れる　
　ことはありません。

◉専用回線を使い、個人情報漏
　えい防止策を施しています。

利用するには、マイナンバーカードが
必要となります
○なご市民カード、住基カードではコンビニ交付サービスはご利用できません。
○市民課ではマイナンバーカード交付申請のための写真撮影(無料)や申請
　手続きのサポートを行っていますので、この機会にぜひご利用ください。
　予約が必要です（電話または窓口へどうぞ）。

（※）利用者証明用電子証明書が格納されたマイナンバーカード

(※)

申請から交付まで1カ月ほどかかります。

産業まつりにマイナンバーカード交付申請の
特設ブース設置します

◉本人確認書類(運転免許証など)と
　印鑑をお持ちください。

税の証明に関するお問い合わせは

10/
6・7
（土）（日）

◉住民票
◉印鑑登録証明書
◉戸籍謄(抄)本
◉戸籍の附票
◉課税証明書
◉所得証明書
◉所得・課税証明書

平成31年
2月末から

安心です 取得できる証明書

利用できる店舗利用時間

53‐1212（内線177）　☎市民課問

53‐1212（内線187）　☎税務課問53‐1212（内線177）　☎市民課問

午前10時～午後7時時 間
21世紀の森体育館駐車場場 所
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～偶然の出会いが天職に 伝統的な琉球藍と日々向き合っている
　　　　　　　　　　　　　　『琉球藍染 ちょく売店』をご紹介します～

キラリ輝くキラリ輝く 市内の中小企業・小規模事業者の
取り組みを紹介するコーナーです。
今月は、「琉球藍染 ちょく売店」を紹介
します。

Vol.
41

琉球藍は沖縄の伝統工芸の要
　沖縄県の工芸産業の中で「琉球藍」は紅型の染料の一つとして使用されており非常に重要
な原料です。原料確保へ向けた活動も積極的に展開し、多くの市民に琉球藍を知ってもら
いたいです。

Q

　いろんな仕事を経験していく中で、琉球藍染に偶然出会い、沖縄の伝統・風土を感じる
作品に一目惚れ。藍栽培農家や、原料である藍を加工し染料を作る工場の仕事も手伝い
ながら、日々琉球藍染と向き合っています。藍は状態一つで色味や染まりやすさが変わる
ので、状態確認や細かい調整が大変です。まるで生き物のようで、予測がつかず、染め
てみないと分からないので毎日がワクワクしています。
　藍染めを始めて約５年、独自の手法を模索するなど、日々試行錯誤を繰り返しています。
その成果か、名護市の特産品認証制度「くくるナゴStory」に認定され、常連のお客さま
も増え、少しずつ琉球藍の良さが伝わっていると実感しています。商品は、名護市営市場２階
の『ナゴグローサリーストア』やインターネットで販売していますので、ぜひご覧ください。

琉球藍の色合いや肌触りを感じてほしい

琉球藍染 ちょく売店
工芸品製造業主な事業

090-4538-5702電 話

shop.chock@gmail.comメールアドレス名護市東江1-15-5住 所

ナ
グ
リ

月刊
　

今
回
は
、勝
山
で
ヤ
ギ
の
飼
育
を
行
っ

て
い
る
勝
山
山
羊
生
産
組
合
長
の
仲
里

政
和
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

ヤ
ギ
が
身
近
な
存
在
だ
っ
た
と
話
す

仲
里
さ
ん
は
、仕
事
の
退
職
を
き
っ
か
け

に
ヤ
ギ
の
飼
育
を
始
め
ま
し
た
。「
子
ど
も

の
と
き
に
ヤ
ギ
を
飼
育
し
て
い
ま
し
た
。

ヤ
ギ
と
の
関
わ
り
は
40
年
以
上
に
な
り

ま
す
」。現
在
、ザ
ー
ネ
ン
種
、ヌ
ビ
ア
ン

種
、ボ
ア
種
な
ど
28
頭
の
ヤ
ギ
を
飼
育
、

管
理
し
て
い
ま
す
。

　
「
ヤ
ギ
の
繁
殖
を
行
う
に
は
、個
体
の

体
調
管
理
が
大
事
で
す
。病
気
に
な
っ
て

し
ま
う
と
、場
合
に
よ
っ
て
は
他
の
ヤ
ギ

も
処
分
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、体
調
の

変
化
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

と
語
り
ま
し
た
。

　
「
昔
か
ら
ヤ
ギ
肉
を
食
べ
る
と
高
血
圧

に
な
る
と
い
う
風
評
が
あ
り
ま
し
た
。し

か
し
、琉
球
大
学
の
研
究
に
よ
り
、ヤ
ギ

肉
で
血
圧
は
上
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と

が
判
明
し
、ヤ
ギ
肉
の
人
気
が
高
ま
り
、

観
光
客
か
ら
の
需
要
も
増
え
て
い
ま
す
」

「
稼
げ
る
」「
カ
ッ
コ
い
い
」「
感
動
が
あ
る
」

新３K

農
業
の
確
立
を
目
指
し
て

　
「
沖
縄
の
食
文
化
と
し
て
昔
か
ら
親
し

ま
れ
て
い
る
ヤ
ギ
料
理
を
も
っ
と
広
め
た

い
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、ヤ
ギ
農
家
が

繁
殖
技
術
や
品
種
改
良
技
術
を
高
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ヤ
ギ
肉
を
身
近
な

も
の
に
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
」と

展
望
を
語
り
ま
し
た
。

幼い頃からヤギが身近な存在だったという仲里さん

加藤 直也代表者 白と藍色の絶妙なコントラストが鮮やか
な『Tシャツ＆ストール』がキラリ輝いて
います。

ここがキラリ！
代表 加藤 直也 氏

園芸畜産課 畜産係問 53-1212（内線262）電 話
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不
要
に
な
っ
た
子
ど
も
服
や

お
も
ち
ゃ
、ゲ
ー
ム
、本
な
ど
を

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

◇
日
時　

10
月
7
日（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
〜　

◇
場
所　

名
護
市
民
会
館
前

　

広
場

◇
対
象　

小
学
４
年
生
か
ら

　

高
校
３
年
生
ま
で 

◇
定
員　

10
人（
※
要
予
約
）

◇
参
加
費　
無
料

◇
日
時　

10
月
26
日（
金
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

※
マ
ッ
サ
ー
ジ
後
は
ゆ
ん
た
く

　

カ
フ
ェ

◇
場
所　

名
護
中
央
公
民
館

　
（
茶
室
）

◇
対
象　
親
子（
0
カ
月
〜
2
歳
）

◇
参
加
費　

2
0
0
円　

◇
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル・

　
い
つ
も
の
お
出
か
け
セ
ッ
ト

◇
定
員　

15
組（
先
着
順
）

◇
講
師　

具
志
堅 

佳
子

◇
申
込
期
間　

10
月
9
日（
火
）

　
〜
19
日（
金
）

　「あけみお」は夜明けの美しい静かな
入り江の青 と々した水の流れのことです。
『あけみおのまち名護』のコーナーでは
各種教育施設や市民団体の活動などの
情報を掲載します。

◉「
儀
間
比
呂
志
の
や
ん
ば
る
展
」

　

絵
本「
や
ん
ば
る
の
カ
メ
さ
ん
」

か
ら
始
ま
る
、儀
間
比
呂
志
さ
ん

と
や
ん
ば
る
の
関
わ
り
を
作
品
と

と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

◇
日
時　

10
月
4
日（
木
）〜
14
日

　
（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

◇
場
所　

博
物
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◇
主
催　
「
儀
間
比
呂
志
の
や
ん

　

ば
る
展
」実
行
委
員
会
・
名
護

　

博
物
館

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

◇
日
時　

10
月
13
日（
土
）

◉
儀
間
比
呂
志
氏
の
絵
本
の
読
み

　

聞
か
せ（
午
後
3
時
〜
）

◉
儀
間
比
呂
志
氏
を
し
の
ぶ
会

※
参
加
費
2
千
円（
午
後
6
時
〜
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
催
し
物
※
入
場
無
料

博
物
館
だ
よ
り

◇
日
時　

10
月
７
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

◇
場
所　

21
世
紀
の
森
体
育
館

◇
対
象　

原
則
、名
護
市
内
に
居
住

　

す
る
方
※
子
ど
も
連
れ
も
可

◇
持
ち
物　

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ

◇
申
込　

当
日
受
付

◇
種
目　

上
体
起
こ
し
、

　

握
力
、反
復
横
跳
び
、

　

立
ち
幅
跳
び 

他 

※
無
料

※
当
日
は
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

　

さ
れ
ま
す
の
で
、駐
車
場
は

　

名
護
市
役
所
西
側
駐
車
場

　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

体
力
測
定
実
施
の
お
知
ら
せ

　

８
月
18
、19
日
に
う
る
ま
市
で

開
催
さ
れ
た「
第
56
回 

沖
縄
県

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
大
会
」

で
、名
護
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
友
利
政
弘
さ
ん
、島
袋
美
佐
子

さ
ん
、上
原
一
行
さ
ん
が
沖
縄
県

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
を

受
賞
し
た
。

　

同
委
員
は
、市
内
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
市
民
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
支
え
て
い
る
。

沖
縄
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
受
賞

53-1342☎名護博物館問

５３‐５４３１　☎文化スポーツ振興課問

43-0254☎ＥＣＯ人やんばる問

５３-５４２８（平日：午前９時～午後５時）☎名護中央公民館問

右から友利さん、島袋さん、上原さん

「
わ
た
し
」の
元
気
は
家
族
の
元
気

女
性
の
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス（
無
料
）

中
央
公
民
館
講
座

こ
ど
も
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

◇
日
時　

10
月
18
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
正
午　

◇
場
所　

屋
部
支
所
会
議
室

◇
対
象　

一
般（
男
性
も
可
）

◇
持
ち
物　

筆
記
用
具

◇
定
員　

40
人（
先
着
順
）

◇
講
師　

仲
宗
根 

美
幸

　
（
N
P
O
法
人
ち
ぇ
ぶ
ら
）

◇
申
込
期
間　

10
月
1
日（
月
）〜

　

12
日（
金
）

「
マ
マ
は
お
う
ち
の
セ
ラ
ピ
ス
ト

〜
ベ
ビ
ー
マッ
サ
ー
ジ
＋α

マ
マ
も
ベ
ビ
ー
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
〜
」

第6回
名護市環境フェア
にて開催!!
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名
護
市
文
化
財
保
存
調
査
委
員　

比
嘉
伝
英

完成後の赤瓦屋根が見える完成見学会

53-3012☎名護市教育委員会 文化課 文化財係問問

だ
よ
り

～名護・やんばるの自然と文化～

vol.
161

５３-7246☎名護市立中央図書館問

　

食
欲
の
秋
、名
人
の
串
か
つ
を

お
ひ
と
つ
い
か
が
？

祝 津嘉山酒造所施設
保存修理事業完了

『
串
か
つ
や
よ
し
こ
さ
ん
』

長
谷
川 

義
史
／
作　
ア
リ
ス
館

◇
期
間　

９
月
24
日（
月
）〜
10
月
８
日

　
（
月
）

※
休
館
中
の
資
料
の
返
却
は
、ブ
ッ
ク

　

ポ
ス
ト
と
Ａ
Ｖ
ポ
ス
ト
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

※
休
館
の
間
は
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
が

　

中
止
に
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。

　

資
料
の
所
蔵
確
認
お
よ
び
整
理
を

す
る「
蔵
書
点
検
」の
た
め
、左
記
の

期
間
は
中
央
図
書
館
、が
じ
ま
る
号
、

羽
地
図
書
室
は
お
休
み
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

蔵
書
点
検
に
よ
る
休
館
の
お
知
ら
せ

　

名
護
市
の「
乳
幼
児
健
診
」で
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。初
心
者
の
方
も

大
歓
迎
で
す
。

※
事
前
見
学
可
。詳
細
は
図
書
館
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

読
み
聞
か
せ
支
援
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

図
書
館
イ
ベ
ン
ト
案
内

◉
絵
本
作
家
し
ろ
ま
せ
い
ゆ
う
作
品
展

　

11
月
1
日（
木
）〜
11
日（
日
）

◇
作
者
本
人
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会

　

11
月
3
日（
土
） 

午
前
11
時
〜

　

Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル

　

名
護
市
大
中
の
市
街
地
に
佇
む
大

き
な
赤
瓦
屋
根
の
建
造
物
。す
っ
か
り

市
民
の
ひ
ろ
ば
で
は
お
な
じ
み
と
な
っ

た
国
指
定
重
要
文
化
財「
津
嘉
山
酒
造

所
施
設
」で
す
。

　
「
津
嘉
山
酒
造
所
施
設
」が
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
日
に
合
わ
せ
て
、

6
月
30
日
、事
業
完
了
記
念
式
典
お
よ

び
祝
賀
会
と
完
成
見
学
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。台
風
接
近
に
伴
い
式
典
と
祝

賀
会
は
臨
時
会
場
の
大
中
公
民
館
で

の
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、

多
く
の
関
係
者
が
参
加
し
、事
業
の

完
了
を
喜
び
ま
し
た
。

　

保
存
修
理
事
業
完
了
ま
で
は
、多
く

の
方
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。2
0
0
5
年

に
津
嘉
山
酒
屋
保
存
の
会
が
発
足
し
、

翌
年
2
0
0
6
年
に
国
の
登
録
文
化

財（
建
造
物
）、2
0
0
9
年
6
月
30

日
に
は
国
の
重
要
文
化
財
指
定
へ
と
、

津
嘉
山
酒
屋
保
存
の
会
発
足
か
ら
わ

ず
か
4
年
で
指
定
ま
で
た
ど
り
着
き

ま
し
た
。そ
し
て
発
足
か
ら
13
年
後
の

今
年
、保
存
修
理
が
完
成
を
迎
え
る
と

い
う
、こ
の
短
期
間
で
成
し
え
た
功
績

は
、そ
の
背
景
に
文
化
庁
、県
文
化
財
課

の
支
援
、近
隣
住
民
の
ご
理
解
と
保
存

の
会
の
地
道
な
活
動
は
も
と
よ
り
、な

か
な
か
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、な
に
よ
り
酒
造
所（
オ
ー
ナ
ー
）

の「
津
嘉
山
酒
造
所
」を
保
存
す
る
と

い
う
強
い
決
意
と
文
化
財
に
対
す
る

高
い
意
識
、理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
あ
る
こ
と
を
あ
え
て
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

1
9
2
8
年（
昭
和
3
年
）に
建
造

さ
れ
た
津
嘉
山
酒
造
所
施
設
も
今
年

で
90
歳
を
迎
え
ま
す
。保
存
修
理
が
完

成
し
、名
護・や
ん
ば
る
、さ
ら
に
は
沖
縄

の
宝
と
し
て
新
た
な
息
吹
が
吹
き
込

ま
れ
、建
造
1
0
0
年
へ
と
動
き
出
し

た
2
0
1
8
年
。こ
ん
な
に
も
身
近
で
、

ま
ち
な
か
に
佇
む
文
化
財
に
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◉
ア
メ
リ
カ
情
報
コ
ー
ナ
ー
上
映
会

　
『G

hostbusters

　
（
ゴ
ー
ス
ト
バ
ス
タ
ー
ズ
）』（
1
0
2
分
）

　

10
月
14
日（
日
） 
午
後
2
時
30
分
〜

◉
う
ち
な
ー
芝
居
上
映
会

　
『
中
城
情
話
』（
57
分
）

　

10
月
10
日（
水
） 

午
後
2
時
30
分
〜

◉
英
語
の
お
は
な
し
会

　

10
月
10
日（
水
）、24
日（
水
）

　

午
後
5
時
〜

◉
世
界
の
絵
本
よ
み
き
か
せ
会

　

10
月
26
日（
金
） 

午
前
11
時
〜
正
午

　

ス
ペ
イ
ン
語
・
英
語

◉
図
書
館
上
映
会

　
「
共
に
歩
く
」（
75
分
）

　

10
月
28
日（
日
） 

午
後
2
時
30
分
〜
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お
じ
い
お
ば
あ
が
話
す
う
ち
な
ー

ぐ
ち
、食
卓
に
並
ぶ
う
ち
な
ー
料
理
。

幼
少
期
か
ら
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の〝
小
さ

な
沖
縄
〞
で
育
っ
た
私
に
は
、郷
愁
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
ん
で
す
。で
も「
ど
こ

で
も
い
い
か
ら
外
に
出
た
い
」と
考
え

て
い
た
時
に
、沖
縄
に
行
っ
て
み
な

い
か
、と
言
わ
れ
て
。自
分
の
ル
ー
ツ

で
あ
る
沖
縄
を
見
て
み
た
い
と
思
い
、

20
歳
に
な
る
前
に
初
め
て
沖
縄
に
来
ま

し
た
。私
は
た
っ
た
2
0
0
米
ド
ル
だ

け
持
っ
て
、旅
行
に
行
く
よ
う
な
感
覚

で
来
た
ん
で
す
。そ
れ
が
気
づ
い
た
ら

30
年
経
ち
ま
し
た
。

　
　
　

  

郷
を
離
れ
、自
身
の
ル
ー
ツ

　
　
　

 

で
あ
る
沖
縄
に
渡
っ
た
比
嘉

さ
ん
。お
じ
い
お
ば
あ
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

で
守
っ
た
沖
縄
の
味
、ま
た
新
た
に

知
っ
た
味
を
広
め
よ
う
と
、市
内
の

食
堂
で
腕
を
振
る
い
ま
す
。　

　10月30日は「世界のウチナーンチュの日」です。「世界の
ウチナーンチュの日」は、どこに住んでいても、ルーツが沖縄
でなくても、沖縄の文化を愛し、沖縄に思いを馳せる全ての人が
一緒になってお祝いする日です。
　今回は、2人の女性にそれぞれから見た「沖縄」と「世界の
ウチナーンチュの日」について語っていただきました。

〝
小
さ
な
沖
縄
〞で
過
ご
し
た
来
日
前

　

今
は
や
ん
ば
る
食
堂
で
、チ
ャ
ン
プ

ル
ー
な
ど
の
沖
縄
料
理
は
も
ち
ろ
ん
、

エ
ン
パ
ナ
ー
ダ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

エ
ン
パ
ナ
ー
ダ
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の

家
庭
料
理
で
、小
麦
粉
の
生
地
に
具
材

を
包
ん
で
揚
げ
た
も
の
で
す
。中
身
は

な
ん
で
も
い
い
ん
で
す
よ
。ハ
ム
と

チ
ー
ズ
と
か
、前
日
の
余
り
物
の
肉
と

か
野
菜
と
か
。味
付
け
も
辛
か
っ
た
り

思
い
を
包
む
エ
ン
パ
ナ
ー
ダ

　

い
つ
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
う
ち
な
ー
料
理
の

店
を
出
し
た
い
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
語
を
話
す

従
妹
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
シ
ェ
フ
を
し
て
い

て
、私
は
ス
ペ
イ
ン
語

を
話
し
ま
す
。沖
縄
に

沖
縄
を
外
か
ら
発
信

し
た
い

　

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日
は
、

私
に
と
っ
て「
つ
な
が
り
」の
日
。私
た

ち
日
系
３
世
は
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は

日
本
人
と
言
わ
れ
、沖
縄
で
は
外
国
人

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。文
化
も
言
葉

も
違
う
国
と
国
の
間
に
は
隙
間
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。で
も
日
系
人
が

増
え
て
き
て
、そ
の
隙
間
が
だ
ん
だ
ん

埋
ま
り
つ
な
が
っ
た
。国
と
国
、文
化
と

文
化
。ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
だ
け
で
は
な
く

て
、か
つ
て
移
民
が
渡
っ
た
多
く
の

国
々
と
沖
縄
が
、私
た
ち
日
系
人
を

通
し
て
つ
な
が
る
日
だ
と
、私
は
そ
う

感
じ
ま
す
。

国
と
国
と
が
つ
な
が
る
日

―国々と沖縄が
　　　  日系人を通してつながる―

比嘉・ミリアン・エディス(50)
Profile
アルゼンチン生まれの日系３世。現在は、やんばる食
堂でエンパナーダ(小麦粉とラードで練った生地に
具材を包み揚げたもの)を作り販売している。

10.30世界の
ウチナーンチュの日

酸
っ
ぱ
か
っ
た
り
。お

じ
い
お
ば
あ
が
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
に
渡
っ
て
、

そ
こ
で
知
っ
た
家
庭

料
理
を
名
護
の
人
に

も
知
っ
て
ほ
し
く
て
、

「
世
界
の
家
庭
料
理

フ
ェ
ア
ー
」で
出
店
し

て
い
ま
す
。具
材
と

共
に
包
ん
だ
私
の
思

い
が
広
ま
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

故

ル
ー
ツ
を
持
つ
私
た
ち
２
人
で
、外

か
ら
沖
縄
を
発
信
し
た
い
で
す
。外
国

人
は
、日
本
と
言
え
ば
東
京
と
か
富

士
山
で
し
ょ
う
。「
沖
縄
も
あ
り
ま
す

よ
」っ
て
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
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年
の「
ム
ル
マ
ジ
ュ
ン
！

　
　
　

   

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の

日
」に
は
、「
沖
縄
に
ル
ー
ツ
が
な
い

自
分
は
部
外
者
」と
い
う
気
持
ち
で

参
加
し
た
と
い
う
京
都
出
身
の
具
志
堅

さ
ん
。し
か
し
、そ
こ
に
は
驚
き
と
発
見

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。　

　

日
系
3
世
の
比
嘉
さ
ん
、移
住
者
の

具
志
堅
さ
ん
。立
場
は
違
え
ど
沖
縄
へ

の
思
い
は
同
じ
で
す
。今
年
も「
世
界

の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日
」を
お
祝
い

し
ま
し
ょ
う
。

※人数に制限があるものは、当日
　先着順で受け付けます。
※プログラム内容が変更になる
　場合があります。

―
沖
縄
が
大
好
き
で

　
　
　
　
　
　
沖
縄
と
つ
な
が
る
―

　

小
学
校
６
年
生
の
時
に
、祖
母
と

一
緒
に
初
め
て
沖
縄
を
訪
れ
ま
し
た
。

な
に
こ
の
青
い
海
！
外
国
み
た
い
！
っ

て
び
っ
く
り
し
て
。「
い
つ
か
絶
対
こ
こ

に
住
む
」っ
て
小
学
生
な
が

ら
に
決
意
し
ま
し
た
。社
会

人
に
な
っ
て
、一
カ
月
に
3
回

沖
縄
に
旅
行
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。そ
こ
で「
あ
れ
、

こ
れ
っ
て
住
ん
だ
方
が
よ
く

な
い
？
」っ
て
気
付
い
て
。24
歳

の
時
に
会
社
を
辞
め
て
、荷

物
を
ま
と
め
て
沖
縄
に
移
住

し
ま
し
た
。石
川
や
恩
納
村
、

読
谷
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、結
婚
し
て
今

は
夫
の
地
元
の
名
護
市
に
住

ん
で
い
ま
す
。

沖
縄
に
住
む
と
決
意
し
た
時

　
「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日
」

は
、沖
縄
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
人
の
も
の

と
思
っ
て
い
た
か
ら
、去
年
の
10
月
30
日

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、部
外
者
の
気
持
ち

で
参
加
し
ま
し
た
。で
も
行
っ
て
み
た

ら
ル
ー
ツ
や
移
民
と
は
関
係
な
い
人

た
ち
も
多
く
い
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日
」は

沖
縄
が
好
き
な
人
も
一
緒
に
祝
う
日

と
聞
い
た
時
は
、「
私
も
ウ
チ
ナ
ー
ン

チ
ュ
な
ん
だ
」っ
て
思
え
て
嬉
し
か
っ
た

な
。だ
か
ら
、今
年
は
堂
々
と
参
加
し

た
い
で
す
。県
外
か
ら
移
り
住
ん
で

き
て
、自
分
は
部
外
者
だ
と
思
っ
て

い
る
人
に
も「
あ
な
た
も
ウ
チ
ナ
ー
ン

チ
ュ
だ
よ
、お
い
で
」っ
て
伝
え
た
い

で
す
。私
た
ち
み
ん
な
の「
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日
」。「
沖
縄
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
祝
う
日
。沖
縄
が
大

好
き
で
沖
縄
と
つ
な
が
る
、と
て
も

素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
っ
て
思
え
る

　

沖
縄
を
知
る
き
っ
か
け
に

な
る
人
た
ち
と
の
出
会
い

が
多
か
っ
た
で
す
ね
。京
都
の

沖
縄
へ
の
思
い

問 名護市秘書課
５３-１２１２（内線247）☎

問 名護市国際交流協会
51- 0123☎

実
家
の
斜
め
前
に
は
、石
垣
島
出
身
の

人
が
住
ん
で
い
て
、そ
の
方
が
当
時
は

ま
だ
県
外
の
ス
ー
パ
ー
で
見
か
け
な

か
っ
た
ゴ
ー
ヤ
ー
や
ナ
ー
ベ
ー
ラ
ー
を

よ
く
く
れ
た
ん
で
す
。去
年
友
人
家
族

と
ハ
ワ
イ
に
行
っ
た
時
は
、沖
縄
か
ら

来
た
よ
っ
て
言
う
と
、日
本
か
ら
と
言
っ

た
時
よ
り
反
応
が
大
き
く「
近
所
に
沖

縄
何
世
が
住
ん
で
る
よ
」っ
て
、す
ご
く

良
く
し
て
く
れ
た
り
。私
も
そ
う
や
っ

て
ウ
ェ
ル
カ
ム
な
人
に
な
れ
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

移
住
し
て
か
ら〝
外
の
人
に
沖
縄
を

具志堅 佳子(45)具志堅 佳子(45)具志堅 佳子(45)具志堅 佳子(45)
Profile
京都府生まれ。20代で沖縄に
移住。結婚後は夫の地元名護
に移り住み、夫婦で琉球ガラス
工房glass32を営む傍ら、
県内各地でベビーマッサージ
講習を行う。

Profile
京都府生まれ。20代で沖縄に
移住。結婚後は夫の地元名護
に移り住み、夫婦で琉球ガラス
工房glass32を営む傍ら、
県内各地でベビーマッサージ
講習を行う。

昨年の「ムルマジュン！世界のウチナーンチュの日」のフィナーレ

昨年市内小学校で提供されたブラジルの
家庭料理「フェジョアーダ」世界の家庭料理フェアの販売ブース

も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、沖
縄
の
た
め
に
ど
う
生
き
る
か
〞

に
、と
こ
と
ん
向
き
合
っ
て
い
る
ウ
チ

ナ
ー
ン
チ
ュ
た
ち
に
出
会
い
ま
し
た
。

「
じ
ゃ
あ
、私
は
？
」と
考
え
た
時
に
、

沖
縄
に
と
っ
て
私
も
そ
う
い
う
人
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨

日 時 11月４日（日） 正午～午後3時
会 場 名護市国際交流会館

コーヒーワークショップ
①テイスティングクイズ
　(随時受付)
参加費 500円

②家庭でできるおいしい
　コーヒーの淹れ方
参加費 500円、先着10人

チケット（100円×10枚つづり）
販売します。

世界の家庭料理フェアー
講　師 仲村 和河子
材料費 500円、先着10組

ゆし豆腐料理教室

FLAP COFFEE and BAKE SHOP（コーヒー販売します）
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まちの話題
　

8
月
19
日
、第
10
回 

名
護
市
畜
産

ま
つ
り（
主
催
：
同
推
進
委
員
会
）が

な
ご
ア
グ
リ
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

会
場
で
は
、北
部
地
区
畜
産
共
進

会
に
よ
る
食
用
牛
の
品
評
会
や
今
年

で
2
回
目
と
な
る
ヤ
ギ
の
品
評
会
な

ど
が
行
わ
れ
、同
ま
つ
り
で
初
開
催

と
な
る
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
オ
ー
ラ
サ
イ
に

は
、多
く
の
観
客
が
押
し
寄
せ
た
。

　

ヒ
ー
ジ
ャ
ー
オ
ー
ラ
サ
イ
を
初
め

て
見
た
具
志
堅
晴
一
さ
ん（
東
江
小

4
年
）は
、「
少
し
怖
か
っ
た
。角
が
ぶ

つ
か
り
合
う
音
は
迫
力
が
あ
る
」と

興
奮
気
味
に
語
っ
た
。

　
2
頭
の
牛
が
品
評
会
2
部
門
で
1
位

と
な
っ
た
比
嘉
恒
正
さ
ん
は「
2
頭
が

1
位
と
い
う
結
果
は
素
直
に
う
れ
し

い
。栄
養
度
に
気
を
つ
け
、今
後
も
良
い

牛
を
育
て
て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

ヒ
ー
ジ
ャ
ー
オ
ー
ラ
サ
イ
も

第
10
回 

名
護
市
畜
産
ま
つ
り子どもたちはヤギに興味津々

　

8
月
19
日
、辺
野
古
運
動
公
園
で

辺
野
古
大
綱
引
き
が
行
わ
れ
、3
年

に
1
度
の
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に

区
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
来
場
し
た
。

東
西
に
分
か
れ
た
大
綱
引
き
は
、

１
勝
１
引
き
分
け
で
西
組
が
勝
利

し
た
。

　

た
い
ま
つ
を
持
っ
た
青
年
ら
が

会
場
で
輪
を
作
っ
て
駆
け
回
る「
テ
ー

ビ
ー
ガ
ー
エ
ー
」で
は
、来
場
者
が

舞
い
散
る
火
の
粉
の
な
か
、輪
の
中

に
駆
け
込
み
走
り
回
っ
た
。祭
り
に

参
加
し
た
城
間
正
義
さ
ん
は「
歴
史

あ
る
大
綱
引
き
は
準
備
の
方
法
に

も
伝
統
が
あ
る
。若
い
世
代
に
も
伝

統
を
守
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
笑
顔

で
話
し
た
。

区
民
一
丸
！

辺
野
古
大
綱
引
き

大綱を必死に引っ張る参加者

　

9
月
1
日
か
ら
9
日
ま
で
の
期
間
、

那
覇
港
か
ら
名
護
漁
港
な
ど
を
経
由

し
渡
久
地
港
ま
で
を
結
ぶ
高
速
船
の

実
証
実
験
が
行
わ
れ
た
。9
月
1
日

に
関
係
者
出
席
の
も
と
那
覇
港
で

出
発
式
が
行
わ
れ
た
。実
験
を
実
施

し
た
第
一
産
業
グ
ル
ー
プ
の
田
中

亮
一
郎
社
長
は「
沖
縄
の
観
光
の
あ

り
方
が
変
化
し
て
い
る
。陸
上
交
通

だ
け
で
は
な
く
、海
上
交
通
も
活
性

化
し
て
観
光
業
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ

た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。経
由
便
が

名
護
漁
港
に
着
港
す
る
と
、名
護
市

公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
護
親
方

な
ど
関
係
者
が
出
迎
え
た
。体
験
試

乗
し
た
渡
具
知
武
豊
名
護
市
長
は

「
思
っ
た
よ
り
揺
れ
が
少
な
く
、ゆ
っ

た
り
し
て
い
て
快
適
だ
っ
た
」と
感
想

を
語
っ
た
。高
速
船
は
、来
春
か
ら
の

本
格
運
用
を
目
指
す
。

那
覇
か
ら
の
高
速
船
就
航
へ

名
護
漁
港
を
結
ぶ
実
証
実
験 写真上：名護港に入港する経由船「タクマ1」

写真下：名護親方らが出迎えた

　

8
月
18
日
、平
成
30
年
度 

芸
術

鑑
賞
体
験
事
業「
テ
ィ
ン
ガ
ー
ラ
☆

南
十
字
星
か
ら
の
贈
り
物
〜
愛
と

浪
漫
を
の
せ
て
あ
な
た
に
会
い
に

行
き
ま
す
！
〜
」（
主
催
：
同
実
行
委

員
会
）が
名
護
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

　

愛
と
宇
宙
を
テ
ー
マ
に
ク
ラ
シ
ッ

ク
か
ら
映
画
音
楽
、歌
謡
曲
、ア
ニ
メ

ソ
ン
グ
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

音
楽
が
演
奏
さ
れ
観
客
を
魅
了
し

た
。サ
ッ
ク
ス
を
演
奏
し
た
ク
ワ

チ
ュ
ー
ル・べ
ー
は
沖
縄
初
上
陸
。コ
ン

サ
ー
ト
を
鑑
賞
し
た
来
場
者
の
1
人

は
、「
5
人
の
音
の
重
な
り
が
心
に

響
く
素
晴
ら
し
い
演
奏
だ
っ
た
」と

感
想
を
語
っ
た
。

5
人
の
奏
者
が
奏
で
る

ハ
ー
モ
ニ
ー

観客を魅了したサックス奏者のクワチュール・ベー(前列)と
ピアニストの中川賢一氏(奥)

市民のひろば 2018 . 10 20



M a c h i  n o  W a d a i

　

9
月
2
日
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京

大
会
聖
火
宿
泊
記
念
第
54
回 

久
志

駅
伝 

第
51
回 

久
志
20
㎞
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
が
久
志
地
域
を
舞
台
に
開
催

さ
れ
た
。駅
伝
中
学
生
の
部
に
は
北
部

地
区
の
中
学
校
17
校
が
参
加
し
、ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
に
は
市
内
外
か
ら

3
1
3
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。

　

駅
伝
中
学
生
の
部
で
は
今
帰
仁
中

学
校
が
2
連
覇
を
果
た
し
た
。男
子

キ
ャ
プ
テ
ン
の
森
山
摩
周
さ
ん（
同
校

3
年
）は「
夏
休
み
は
毎
日
10
㎞
走
っ

た
の
で
、自
信
が
あ
っ
た
。県
大
会
で

も
優
勝
を
狙
い
た
い
」と
話
し
、女
子

キ
ャ
プ
テ
ン
の
嶺
井
瑠
莉
花
さ
ん（
同

校
3
年
）は「
2
大
会
連
続
で
優
勝
で

き
て
う
れ
し
い
。後
輩
に
は
３
連
覇

を
狙
っ
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」と

笑
顔
で
話
し
た
。

久
志
地
域
を
激
走

軽快な走りを見せる選手たち

　

８
月
27
日
、北
部
地
域
の
拠
点
と

し
て
名
護
市
の
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
経
済

講
演
会
が
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、市
内
外
事
業
所
な
ど
か
ら

1
1
1
人
が
参
加
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
一
般
財
団
法
人

日
本
経
済
研
究
所
の
大
西
達
也
常
務

理
事
は
、こ
れ
ま
で
自
身
が
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
都
市

の
事
例
な
ど
を
挙
げ
、若
者
が
集
う

こ
と
で
地
域
に
新
た
な
魅
力
が
生
ま

れ
る
と
語
り
、地
域
活
性
化
の
基
礎

は「
人
」で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

宿
泊
施
設
や
飲
食
店
を
経
営
す
る

株
式
会
社
ハ
ー
ト
ボ
イ
ル
ド
の
屋
部

憲
史
郎
代
表
取
締
役
社
長
は「
中
心

市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、皆
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
。

何
が
で
き
る
か
考
え
、名
護
市
に
貢
献

し
た
い
」と
話
し
た
。

中
心
市
街
地
の

活
性
化
を
図
る

名
護
市
経
済
講
演
会

写真上：講師の大西氏　写真下：講演会の様子

　

8
月
に
岐
阜
市
で
開
催
さ
れ
た

2
0
1
8
年
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
空
手
道
競
技
の
閉
会
式
で
、次

年
度
の
空
手
道
競
技
開
催
地
と
な
る

名
護
市
の
松
田
健
司
実
行
委
員
会
事

務
局
長
に
大
会
旗
が
引
き
継
が
れ
た
。

　

9
月
8
日
、那
覇
市
の
パ
レ
ッ
ト

く
も
じ
前
で
、「
南
部
九
州
総
体

3
0
0
日
前
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

イ
ベ
ン
ト
」が
開
催
さ
れ
た
。渡
具
知

和
奏
さ
ん（
名
護
高
2
年
）と
座
間
味

潤
也
さ
ん（
同
校
2
年
）が
市
内
で
開

催
さ
れ
る
空
手
道
と
自
転
車（
ロ
ー

ド
）競
技
を
紹
介
し
た
。2
人
は「
名

護
市
に
応
援
に
来
て
、選
手
た
ち
と

一
緒
に
感
動
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
」

と
来
場
者
に
呼
び
か
け
た
。

来
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

準
備
始
動

300日カウントダウンが始まった大会旗が引き継がれた

シーサーづくりの様子

　

8
月
19
日
、青
少
年
育
成
協
議
会

屋
我
地
支
部
主
催
の「
屋
我
地
す
ぐ

り
む
ん
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」が
屋
我
地

支
所
で
行
わ
れ
た
。屋
我
地
島
朝
市

と
の
合
同
開
催
と
な
っ
た
今
回
、３
、4

世
代
の
家
族
ら
が
買
い
物
や
交
流
を

楽
し
ん
だ
。

　

家
族
で
参
加
し
た
富
山
笑
好
さ
ん

（
屋
我
地
ひ
る
ぎ

学
園
６
年
生
）は

「
苔
玉
や
シ
ー

サ
ー
作
り
を
体

験
し
た
。お
家
に

飾
り
た
い
」と
笑

顔
で
語
っ
た
。

屋
我
地
す
ぐ
り
む
ん

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　

9
月
10
日
の
下
水
道
の
日
を
挟
む

1
週
間
で
、市
下
水
道
課
に
よ
っ
て

関
連
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。9
月

7
日
、市
内
業
者
24
社
が
参
加
し
下
水

道
未
接
続
世
帯
に
対
し
接
続
促
進
の

チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
。

　

期
間
中
、名
護
市
役
所
で
下
水
道

ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
、

回
答
者
に
は
マ
ン

ホ
ー
ル
を
模
し
た

コ
ー
ス
タ
ー
や
景

品
が
贈
ら
れ
た
。

ク
イ
ズ
で
景
品
ゲ
ッ
ト

下
水
道
普
及
活
動

パネル展の様子

に   

こ
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名
護
市
は
、沖
縄
で
も
最
も
芸
能
の
盛
ん
な
地
域
の
一
つ
で
す
。市
内
の
各
字
で
は
古
く
か
ら
あ
る

村
の
芸
能
が
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。今
年
も
9
月
を
ピ
ー
ク
に
各
地
で
村
踊
り
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の「
市
史
だ
よ
り
」は
、名
護
市
内
の
特
徴
的
な
村
踊
り
の
演
目
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

東江の「獅子舞」
　東江では、流行した伝染病の魔除け
として獅子が製作され、昔から集落内
を廻り、悪性の伝染病を避けるための
守りを行っている。

幸喜の「柳」
　幸喜の「柳」踊りは有名で、古典舞踊
女踊りの一つに数えられる。2001
（平成１３）年には名護市無形民俗文化
財に指定された。

源河の「長者の大主」
　源河では、「チョージャヌウフスー」
と呼び、古い形式のままで伝承されて
いるといわれ、ニライカナイの大主が
登場する特徴ある踊りとして2000（平成
12）年の名護市の無形民俗文化財に
指定されている。

数久田の「棒」
　数久田の「棒」は他の区からオーイ
ボー（ケンカ棒）といわれ、組棒では真剣
に棒を打ち合う激しさで有名だが、
そのためけがも絶えない。

嘉陽の「南ヌ島」
　1900（明治33）年頃に北中城村
熱田出身のトゥカ兄と三良兄の兄弟に
よって伝えられたといわれている。この
2人の兄弟が山原船に乗って嘉陽へ
出稼ぎに来たことから熱田の「南ヌ島」が
伝わったという言い伝えが残っている。

川上の「子獅子舞」
　特徴としては、2匹の子獅子が中央の
玉と戯れている様子を、舞台の上手の
方で親獅子（母親）が見守っている場面
であり、ほほえましさを感じさせる。

久志の「人形踊り」
　代々お面を保管している方によると、
「先祖が唐旅に随行したときに、道ジュ
ネーをみる機会があり、その中にひとき
わ美人で踊りも上手い女性がいたの
で、その顔を型どったとされる面を作り
持ち帰った」といわれている。

屋部の「八月踊り」
　屋部の「八月踊り」は、1988（昭和
63）年に市内で初めて県から無形民俗
文化財の指定を受けた。ミンクバイと呼
ばれる演目と配役決めから慰労会まで、
八月踊りの行事全部が指定された。

屋我地の「村踊り」
　屋我地地区の「村踊り」は、1964（昭
和39）年以降、毎年各区輪番制で開催
することが決まった。屋我地地区は5
区で構成されているので、これを「5年
マール」と称している。

よ

市
史
だ

り
問 名護市教育委員会
文化課 市史編さん係
（旧崎山図書館）
53‐5402☎

　

２
０
２
０（
平
成
３２
）年
８
月
、名
護
市
は
市
制

施
行
５０
周
年
を
迎
え
ま
す
。そ
れ
を
記
念
し

名
護
市
史
編
さ
ん
係
で
は「
市
制
５０
周
年
記
念

写
真
集
」
の
編
集
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
提
供
で
き
る
写
真
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

市
史
編
さ
ん
係
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
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今
年
度
よ
り
公
共
下
水
道
へ
接
続

す
る
た
め
の
宅
地
内
の
下
水
道
工
事

（
新
築
工
事
を
除
く
）を
行
う
方
に
対

し
、工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

①
工
事
を
行
う
対
象
が
合
併
浄
化
槽

を
設
置
し
て
い
る
建
物
の
場
合
：
最
大

５
万
円
を
補
助

②
工
事
を
行
う
対
象
が
単
独
浄
化
槽

ま
た
は
く
み
取
り
式
便
所
を
設
置
し
て

い
る
建
物
の
場
合：最
大
１０
万
円
を
補
助

申
請
期
間
　
１２
月
28
日（
金
）ま
で

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
・
安
全

情
報
ぼ
っ
く
す

暮
ら
し 

い
き
い
き

問
下
水
道
課 

管
理
係

５
2
‐１
9
6
2

☎ 名
護
市
公
共
下
水
道
接
続

促
進
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

　

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、

９
月
と
１０
月
の
２
カ
月
間
を
自
動
車

点
検
整
備
推
進
強
化
月
間
と
定
め
、関

係
機
関
お
よ
び
団
体
の
協
力
の
も
と

「
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
」を
実

施
し
ま
す
。

問
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部

車
両
安
全
課

０
９
８‐８
６
６‐１
８
３
７

☎ 自
動
車
の
点
検・整
備
の

確
実
な
実
施
に
つ
い
て

　

年
金
受
給
権
者
自
身
が
氏
名
を
変

更
し
た
時
は
、日
本
年
金
機
構
か
ら
、

変
更
手
続
き
に
関
す
る「
氏
名
変
更
の

お
知
ら
せ
」が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
日
本
年
金
機
構
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

未
収
録
の
方
や
、海
外
居
住
な
ど
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
指
定
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、氏
名
変
更
届
の
届
出
が
必
要

で
す
。

※
日
本
年
金
機
構
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

収
録
状
況
は
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

問
市
民
課 

窓
口
係

５
3
‐１
2
1
2

（
内
線
１
７
４
／
１
７
５
）

☎ 年
金
受
給
権
者
の
氏
名
変
更
届
の

届
出
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
し
た

　

沖
縄
県
の
大
規
模
地
震
、津
波
の

発
生
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
す
。名
護
市
で
は
、自
治
会
、

学
校
、公
共
施
設
、民
間
企
業
な
ど
を

対
象
と
し
、訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
訓
練
で
は
情
報
伝
達
訓
練
と

し
て
、「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」を
配
信
し

ま
す
。

※
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
時
も
音
が
鳴
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
業
務
中
や
公
共
施

設
な
ど
で
は
電
源
を
切
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
団
体
は
名
護
市
総
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

１０
月
１8
日（
木
）ま
で

実
施
日
時　

１1
月
５
日（
月
） 

午
前
１０

時
〜
午
前
１1
時

　

詳
し
く
は
、沖
縄
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
沖
縄
県
広
域
地
震
・
津
波
避
難
訓
練

に
つ
い
て
】を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
沖
縄
県
知
事
公
室

防
災
危
機
管
理
課 

危
機
管
理
班

０
９
８‐８
６
６‐２
１
４
３

☎問
名
護
市
総
務
課 

防
災
基
地
対
策
係

５
３‐１
２
１
２（
内
線
２
０
３
）

☎ 平
成
30
年
度 

沖
縄
県
広
域
地
震・

津
波
避
難
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

　

災
害
時
に
開
設
さ
れ
る
避
難
所
の

問
沖
縄
県
国
際
交
流
・
人
材
育
成
財
団

０
９
８‐９
４
２‐９
２
１
５

☎問
名
護
市
総
務
課 

防
災
基
地
対
策
係

５
３‐１
２
１
２（
内
線
２
０
８
）

☎ 災
害
時
避
難
所
体
験
会
に
つ
い
て

　

口
座
振
替
に
は
当
月
末
振
替
で

月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
が

問
市
民
課 

窓
口
係（
年
金
担
当
）

５
3
‐１
2
1
2

（
内
線
１
７
４
／
１
７
５
）

☎ 国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

子
ど
も・教
育

小
児
救
急
電
話
相
談

子
ど
も
の
急
な
病
気
に
困
っ
た
ら
、ま
ず
電

話
。看
護
師
や
医
師
が
電
話
で
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。　 

相
談
日
時
は
、毎
日
・
夜
間 

午
後
７
時
〜
午
後
11
時　

  

プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
・
携
帯
電
話
か
ら
は
、局
番
な

し
の      

♯
８
０
０
０　

   

ダ
イ
ヤ
ル
回
線

や
右
記
の
番
号
が
ご
利
用
頂
け
な
い
場
合

は
…      

0
9
8
‐
8
8
8
‐
5
2
3
0

☎ ☎

か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
こ
ど
も
家
庭
部
保
育
・
幼
稚
園
課

幼
稚
園
担
当

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
３
８
２
）

☎ 平
成
31
年
度 

市
立
幼
稚
園

入
園
児
募
集

入
園
対
象

　

平
成
25
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
26

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

※
大
宮
幼
稚
園
に
お
い
て
4
歳
児
１

ク
ラ
ス（
定
員
30
人
）を
設
置
し
ま
す
。

※
安
和
幼
稚
園
、瀬
喜
田
幼
稚
園
お
よ

び
久
志
幼
稚
園
に
お
い
て
4
歳
児
を

募
集
し
ま
す
。5
歳
児
と
の
混
合
保
育

と
な
り
ま
す
。

通
園
区
域　
指
定
無
し

受
付
場
所　
入
園
希
望
の
名
護
市
立

幼
稚
園

受
付
期
間　

11
月
上
旬 

〜
11
月
下
旬

予
定

預
か
り
保
育
実
施
園　

屋
部
・
名
護
・

大
北
幼
稚
園（
各
園
定
員
30
人
）

※
預
か
り
保
育
実
施
園
に
入
園
予
定

児
で
、午
後
の
保
育
を
必
要
と
す
る
幼

児
が
対
象
。

※
入
園
案
内
の
通
知
は
、
10
月
中
旬
に

郵
送
し
ま
す
。

　

市
立
幼
稚
園
の
方
針
に
つ
い
て
は

名
護
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

あ
り
ま
す
。ま
た
、「
６
か
月
前
納
」、

「
１
年
前
納
」、「
２
年
前
納
」は
、割
引

額
が
多
く
お
得
で
す
。

※
前
納
付
は
、２
月
末
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、納
付

書
ま
た
は
年
金
手
帳
、通
帳
、金
融
関

係
届
出
印
を
持
参
の
上
、ご
希
望
の

金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

体
験
が
で
き
ま
す
。非
常
食
の
試
食
や

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
設
営
、お
役
立
ち

講
座
も
行
い
ま
す
。

※
同
日
、午
前
１０
時
か
ら
実
施
さ
れ
る

平
成
30
年
度 

沖
縄
県
広
域
地
震
・
津
波

避
難
訓
練
に
参
加
す
る
機
関
に
つ
い

て
も
、訓
練
終
了
後
に
本
避
難
所
体
験

会
へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

１1
月
５
日（
月
） 

午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
１
時

場
所　

 

名
護
市
民
会
館 

中
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料
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問
健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
係

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
２
６
３
）

☎ 住
民
健
診
の
お
知
ら
せ

福
祉
・
健
康

問
子
育
て
支
援
課

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
1
1
0
）

☎ 10
月
か
ら
未
就
学
児
の
医
療
費
の

窓
口
支
払
い
が
無
料
に
な
り
ま
す

問
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課 

学
務
係

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
3
8
1
）

☎ 就
学
援
助
の
申
請
に
つ
い
て

問
名
護
市
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー（
名
護
市
児
童
セ
ン
タ
ー
）

５
３‐
3
9
2
6

☎ 保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
生
募
集　

　

対
象
者
に
新
し
い「
名
護
市
こ
ど
も

医
療
費
助
成
金
受
給
資
格
者
証（
ピ

ン
ク
色
）」を
郵
送
し
ま
す
。

　

10
月
か
ら
は
、「
受
給
資
格
者
証

（
ピ
ン
ク
色
）」と「
保
険
証
」を
受
診

窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
は
、

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」の
提
示
が
必
要

で
す
。

助
成
対
象
外

◉
保
険
外
診
療
分

◉
県
外
で
受
診
し
た
と
き

　

平
成
31
年
4
月
か
ら
小
中
学
校
へ

入
学
す
る
児
童
生
徒
を
対
象
に
、新
入

学
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給
を
行
い

ま
す
。

対
象　

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
た

が
、今
年
度
中
に
生
活
保
護
停
止
・
廃

止
に
な
っ
た
世
帯 

②
市
町
村
民
税
が

非
課
税
の
世
帯 

③
そ
の
他
援
助
が

必
要
と
認
め
ら
れ
た
世
帯

※
新
中
学
1
年
生
対
象
者
は
、平
成
30

年
度 

就
学
援
助
認
定
者
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法　
援
助
対
象
と
思
わ
れ
る
者

で
入
学
前
支
給
を
希
望
す
る
新
小
学

1
年
生
の
保
護
者
の
方
は
、申
請
書
を

教
育
委
員
会
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
　
1 0
月
15
日（
月
）〜
31
日

日
時
　
11
月
６
日（
火
）〜
９
日（
金
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

場
所　
名
護
市
児
童
セ
ン
タ
ー
小
劇
場 

他

対
象
者　
名
護
市
在
住
で
講
習
会

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方
。講
座
終
了

後
、会
員
と
し
て
活
動
可
能
な
方

定
員　
30
人

参
加
費　
無
料

募
集
期
間　
10
月
31
日（
水
）ま
で

※
託
児
あ
り（
要
予
約
）

◉
無
料
化
に
対
応
し
て
い
な
い
医
療

機
関
を
受
診
し
た
と
き

◉「
受
給
資
格
者
証（
ピ
ン
ク
色
）」を

提
示
し
な
か
っ
た
と
き

◉
入
院
時
の
食
事
療
養
費
や
ベッ
ド
代

な
ど

◉
他
の
公
費
負
担
医
療
制
度
が
適
用

さ
れ
る
と
き

◉
公
立
幼
・
小
・
中
学
校
な
ど
で
、「
独
立

行
政
法
人
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の

災
害
給
付
」の
対
象
と
な
る
と
き

市
外
へ
転
出
し
た
場
合

　

受
給
資
格
が
無
く
な
っ
た
と
き
は

「
受
給
資
格
者
証（
ピ
ン
ク
色
）」を

窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。誤
っ
て

無
料
で
受
診
し
た
場
合
、そ
の
医
療
費

の
返
還
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
水
）（
土
日
除
く
）

通
知　

12
月
中
旬
頃
に
保
護
者
へ
直
接

通
知
し
ま
す
。

　

各
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設（
公
民

館
な
ど
）に
お
い
て
住
民
健
診
を
行
い

ま
す
。ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

【
持
参
す
る
も
の
】

◉
40
歳
以
上
国
保（
特
定
健
診
受
診

券
一
体
型
）加
入
者

①
被
保
険
者
証 

②
が
ん
検
診
は
が
き

③
お
く
す
り
手
帳

◉
後
期
高
齢
医
療
保
険
加
入
者（
75
歳

以
上
） 

①
被
保
険
者
証 

②
が
ん
検
診

は
が
き 

③
お
く
す
り
手
帳

◉
39
歳
以
下
の
方
、生
活
保
護
世
帯
の
方 

①
が
ん
検
診
は
が
き 

②
お
く
す
り
手
帳

※
住
民
健
診
の
日
程
に
合
わ
せ
て

は
が
き
を
お
送
り
し
ま
す
。ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

※
40
歳
以
上
国
保
加
入
者
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
加
入
者
は
指
定
医
療
機

関
で
の
個
別
検
診
も
可
能
で
す
。（
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
は
受
診
券

を
発
行
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
健
康

増
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

受付時間

午　前 午　後
胃検診場　所月

2日（火）

3日（水）

4日（木）

5日（金）

22日（月）

23日（火）

24日（水）

25日（木）

26日（金）

29日（月）

30日（火）

宇茂佐地区会館

宇茂佐地区会館

大東体験学習施設

大東体験学習施設

宮里公民館

宮里公民館

大南公民館

大南公民館

午前9時～午前11時

午前9時～午前11時

午前9時～午前11時

午前9時～午前11時

午前9時～午前11時

午前9時～午前11時

午前9時～午前11時

午前9時～午前11時

午前9時～午前11時

午前9時～午前11時

午前9時～午前11時

午後2時～午後3時

午後2時～午後3時

午後2時～午後3時

○

○

○

○

午前

○

○

午前

午前

○

○

10　

月

健診日

平成30年度 住民健診日程表（10月）

大北地域力発信交流
拠点施設
大北地域力発信交流
拠点施設
大北地域力発信交流
拠点施設

対
象　

名
護
市
内
に
住
所
が
あ
る
小

学
生（
５
・
６
年
）、中
学
生
、高
校
生
、

保
護
者（
育
成
者
と
し
て
）

募
集
期
間　

随
時

年
会
費　

４
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

◉
活
動
目
的　

①
子
ど
も
会
活
動
を

活
発
に
す
る
た
め
の
企
画
や
運
営
、お

手
伝
い 

②
各
種
研
修
や
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
た
市
内
外
ま
た
、異
学
年
児
童
と

の
交
流 

③
子
ど
も
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
役
割
を
学
び
、自
主
性
、積
極
性

を
育
て
る
。

※
子
ど
も
リ
ー
ダ
ー
、ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
活
動
は
自
分
の
時
間
に
合
わ
せ
て

参
加
で
き
ま
す
。

　

活
動
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
名
護
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

事
務
局（
名
護
市
地
域
力
推
進
課
内
）

5
3
‐
5
4
2
9

☎ 名
護
市
の
子
ど
も
リ
ー
ダ
ー
、

ジ
ュニ
ア・リ
ー
ダ
ー
募
集

　

ス
ポ
ー
ク
の
ト
レ
ー
ナ
ー
陣
と
２
カ

月
間
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

あ
な
た
の
肉
体
を
チ
ェ
ン
ジ
。短
期
間

で
結
果
を
出
し
た
い
方
に
お
勧
め
で
す
。

　

保
育
園
４
、５
歳
児
向
け
キ
ッ
ズ

ス
イ
ミ
ン
グ
も
開
催
中
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ク
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

5
2
‐
7
7
3
9

☎ ２
カ
月
の
集
中
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
理
想
の

体
を
手
に
入
れ
る
。ス
ポ
ー
ク
フ
ィ
ジ
カ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
会
員
募
集
中
！

市民のひろば 2018 . 10 24



催
し
物・講
座

　

名
護
市
で
は
、高
齢
者
世
帯
な
ど
の

安
否
確
認
、異
変
を
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
を
目
的
に
、現
在
9
事
業
所
の

協
力
を
得
て
、地
域
見
守
り
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
配
達
業
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

事
業
、そ
の
他
日
常
的
に
地
域
に
関
わ

り
を
持
つ
業
種
で
、地
域
見
守
り
活
動

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

内
容　

協
力
事
業
所
は
日
常
業
務
の

範
囲
内
で
声
か
け
や
会
話
、住
宅
の

状
況
な
ど
を
確
認
し
、何
ら
か
の
異
変

を
察
知
し
た
場
合
に
、介
護
長
寿
課
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
を

し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
子
宮
頸
が
ん
検
診
通
知

は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。受
診
の
際
に

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。子
宮
頸
が

ん
早
期
発
見
の
た
め
、ぜ
ひ
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

※
当
日
は
受
診
し
や
す
い
服
装（
ス

カ
ー
ト
な
ど
）で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
市
の
助
成
に
よ
る
子
宮
頸
が
ん
検

診
は
２
年
に
１
度
で
す
。昨
年
度
に
市
の

助
成
し
た
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
診

さ
れ
た
方
は
、今
年
度
は
子
宮
頸
が

ん
検
診
を
受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
◉
40
歳（
昭
和
53
年
4
月
1

日
〜
昭
和
54
年
3
月
31
日
）◉
50
歳（
昭

対
象
者　
①
接
種
日
に
お
い
て
65
歳
以

上
の
方 

②
60
〜
64
歳
で
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
も
し
く
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害
を

有
す
る
方（
と
も
に
障
が
い
手
帳
1
級

程
度
）※
手
帳
の
写
し
、ま
た
は
診
断

書
が
必
要

自
己
負
担
額　

千
円（
生
活
保
護
の

募
集
内
容　

事
業
の
種
類
：
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護
１
施
設

定
員
　
９
人

日
常
生
活
圏
域　
旧
名
護
湾
地
区

応
募
資
格　

法
人
格
を
有
し
、名
護

　

来
春
の
新
１
年
生
を
対
象
に
、健
康

診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　

受
診
に
必
要
な
健
康
診
断
票
は
、

市
内
の
幼
稚
園
、保
育
園
お
よ
び
認

定
こ
ど
も
園
は
園
か
ら
配
布
、そ
れ

以
外
の
方
に
は
保
護
者
宛
て
に
郵
送

し
ま
す
。

　

眼
科
検
診
は
指
定
さ
れ
た
病
院
で
、

内
科
・
歯
科
検
診
は
21
世
紀
の
森
体
育

館
で
行
い
ま
す
。健
康
診
断
の
日
程
を

確
認
し
、指
定
さ
れ
た
日
程
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
平
成
24
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
名
護
市
に

住
所
を
有
す
る
幼
児

日
時　

10
月
23
日（
火
） 
午
後
２
時
〜

午
後
３
時
30
分（
会
場
：
午
後
１
時
30
分
）

場
所　
名
護
市
民
会
館 
大
ホ
ー
ル

出
演　
前
川 

守
賢
、あ
い
保
育
園
・
あ

い
中
央
保
育
園
、具
志
堅
フ
ァ
ミ
リ
ー

※
市
内
巡
回
バ
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
ル
ー
ト
は
、各
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
な
ど
に
配
布
予
定
。

問
健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
係

５
３‐１
２
１
２（
内
線
２
６
３
）

☎ 子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て（
お
知
ら
せ
）

問
健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
係

５
３‐
1
2
1
2（
内
線
1
5
8
／
2
6
3
）

☎ 歯
周
病
検
診
の
お
知
ら
せ

問
介
護
長
寿
課 
高
齢
福
祉
係

５
３‐
1
2
1
2（
内
線
１
３
４
）

☎ 市
内
在
住
の
70
歳
以
上
の
皆
さ
ま
へ

名
護
市
敬
老
会
の
ご
案
内

問
健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
係

５
３‐
1
2
1
2（
内
線
1
5
8
）

☎ 高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

問
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課 

学
務
係　

５
３‐
1
2
1
2（
内
線
3
8
1
）

☎ 就
学
時
健
康
診
断
の
実
施
に
つ
い
て

問
介
護
長
寿
課 

介
護
認
定
係

５
３‐
1
2
1
2（
内
線
2
0
7
）

☎ 平
成
30
年
度 

名
護
市

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

指
定
事
業
予
定
者
の
募
集
に
つ
い
て

問
介
護
長
寿
課 

高
齢
福
祉
係

５
３‐
1
2
1
2（
内
線
１
３
４
）

☎ 地
域
見
守
り
協
力
事
業
者
の
募
集

10月２1日（日）
北部地区
医師会病院

健康管理センター

１０月２３日（火）
辺野古交流プラザ

午前9時～
午前10時30分

午後1時30分～
午後2時30分

屋部、宇茂佐、
旭川、中山、
勝山、

山入端、安和

久志、豊原、
辺野古

検診日／
検診会場

平成３０年度 子宮頸がん検診日程表（10月分）

受付時間 対象地域

～「参加・体感・交流」を
                テーマにした祭りを開催します～
　屋我地島Happyマルシェ、屋我地いいとこ巡りに
加え、老若男女どなたでも参加できるユルスポ、手作りの
ランタンイルミネーション、舞台では地域の方やゲストを
迎えてのライブなどのイベントが満載。

やがじ祭り実行委員会問
☎ 52-8101（屋我地支所内）

市
内
に
お
い
て
高
齢
者
に
関
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
る
法
人
で
あ
る
こ
と
。

応
募
条
件　

原
則
自
己
資
金
に
よ
る

整
備

応
募
方
法　
名
護
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照
。

提
出
期
間　

事
前
応
募
表
明
書
締
切

10
月
17
日（
水
）

申
込
期
間
　
10
月
２２
日（
月
）〜
３１
日

（
水
） 

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

日 時 場 所１０月28日（日） 済井出公民館 ※屋我地島Ｈappyマルシェ
　午前11時スタート

和
43
年
4
月
1
日
〜
昭
和
44
年
3
月
31

日
）◉
60
歳（
昭
和
33
年
4
月
1
日
〜

昭
和
34
年
3
月
31
日
）◉
70
歳（
昭
和

23
年
4
月
1
日
〜
昭
和
24
年
3
月
31
日
）

実
施
期
間　
平
成
30
年
10
月
1
日（
月
）

〜
平
成
31
年
2
月
28
日（
木
）

受
診
方
法　
9
月
下
旬
よ
り
対
象
者
へ

検
診
票
を
送
付
し
ま
す
。指
定
医
療

機
関
で
予
約
後
、受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
無
料
）。

方
は
無
料
）※
生
活
保
護
受
給
者
の

方
は
福
祉
事
務
所
発
行
の
生
活
保
護

受
給
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　

平
成
30
年
10
月
1
日（
月
）〜

平
成
31
年
2
月
28
日（
木
）

場
所　
指
定
医
療
機
関 

※
要
予
約

市民のひろば 2018 . 1025



湧川

古宇利島

運  天  港

屋我地島沖
保護区

運天漁港沖
保護区

屋我地島

渡喜仁
運天

問
市
営
市
場
管
理
事
務
所　

☎
4
3
‐
0
4
7
8

市
営
市
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
英
語
教
室 

初
級（
2
カ
月
コ
ー
ス
）】

3
千
円

日
時　

毎
週
木
曜
日 

午
後
7
時
〜
午

後
8
時
30
分

【
英
語
教
室 

中
級（
2
カ
月
コ
ー
ス
）】

3
千
円

日
時　

毎
週
火
曜
日 

午
後
7
時
〜
午

後
8
時
30
分

【
少
人
数
英
会
話
教
室（
7
人
制
） 

初

級
ク
ラ
ス
】月
3
千
円

日
時　

①
毎
週
火
曜
日 

午
後
7
時
〜

午
後
8
時　

②
毎
週
火
曜
日 

午
後

　

屋
我
地
島
沖
と
運
天
漁
港
沖
に
保

護
区
を
設
置
し
て
い
ま
す
。毎
年
８
月

１
日
〜
11
月
３０
日
の
間
は
、禁
漁
期
間

と
な
っ
て
お
り
、保
護
区
内
で
の
全

魚
種
全
漁
法
の
採
捕
が
禁
止
と
な
り

ま
す
。

問
羽
地
漁
協
・
今
帰
仁
漁
協
資
源
管
理
委
員
会

☎
５
８‐１
８
２
９

羽
地・今
帰
仁
海
域
の

水
産
資
源
管
理
へ
の
ご
協
力
に
つ
い
て

問
名
護
市
国
際
交
流
協
会

☎
5
1
‐
0
1
2
3

N
I
A
主
催
講
座（
事
前
申
し
込
み
制
）

日
時　

平
成
３1
年
１
月
13
日（
日
） 

午

後
３
時
〜
午
後
４
時（
開
場：午
後
２
時
）

場
所　
名
護
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

お
よ
び
市
外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

市
出
身
者
で
、平
成
10
年
４
月
２
日
〜

平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
。

通
知　

市
内
在
住
の
対
象
者
に
は
10

月
中
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

そ
の
他　
通
知
が
届
い
て
い
な
い
方
や

市
外
在
住
の
方
で
成
人
式
の
案
内
が

必
要
な
方
は
地
域
力
推
進
課
へ
11
月
末

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
通
知
が
な
く
て
も
参
加
可
能
で
す
。

　

平
成
３1
年
に
開
催
さ
れ
る
名
護
市

成
人
式
典
を
企
画
す
る
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。新
成
人
の
方
で
企

画
会
議
に
参
加
で
き
る
方
。

締
切　
10
月
19
日（
金
）

問
地
域
力
推
進
課 

地
域
人
材
育
成
係

☎
5
3
‐
5
4
2
9　
FAX
5
3
‐
5
4
4
0

平
成
３1
年 

名
護
市
成
人
式

そ
の
他

◉
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。利
用
日
数
に
応
じ
た
レ
ン
タ
ル
も

で
き
ま
す
。

利
用
申
込
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後

6
時    

利
用
料
金　
1
日
千
円

◉
I
H
調
理
室
の
利
用
に
つ
い
て

　

市
営
市
場
で
は
、最
新
型
の
I
H
ク
ッ

キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
が
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
料
金
　
１
時
間
４
０
０
円

営
業
利
用　
1
6
0
0
円

◉
名
桜
大
学
・
看
護
学
科
健
康
相
談
活
動

　

ゆ
ん
た
く
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り

in
名
護
市
場

日
時
　
10
月
21
日（
日
） 

午
前
11
時
３０

分
〜
午
後
2
時
３０
分

内
容　

血
圧
測
定
、血
管
年
齢
、体
脂

肪
測
定
、握
力
な
ど

　

看
護
学
生
が
健
康
測
定
を
無
料
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

場
所　
市
営
市
場
広
場

　

 

名
桜
大
学（
永
田
）　

５
１-

１
２
８
６

問

☎

日
時　

１０
月
11
日（
木
） 

午
前
11
時
〜

午
後
2
時
半

品
目　
豚
肉
の
塩
麹 
ハ
ー
ブ
バ
タ
ー
焼
き

講
師　
與
那
覇 

友
子

参
加
料　
５
０
０
円

定
員　
１６
人（
要
予
約
）

場
所　
名
護
市
営
市
場 

２
階

問
カ
エ
ル
ぴ
あ
な
は　

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

月
曜
除
く
）

☎
０
７
０‐５
８
１
９‐０
９
８
４

お
き
で
ん
Ｉ
Ｈ・料
理
教
室

日
時　

１０
月
１9
日（
金
） 

午
後
2
時
15

分
〜
午
後
5
時（
午
後
1
時
45
分
よ
り

受
付
）

場
所　
名
護
市
民
会
館 

中
ホ
ー
ル

対
象　
す
べ
て
の
求
職
者（
一
般
求
職

者
・
平
成
31
年
3
月
卒
予
定
学
生
）

問
適
職
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

（
運
営
企
業
：（
株
）求
人
お
き
な
わ
）

☎
0
9
8
‐
8
6
0
‐
8
9
0
0

適
職
発
見
フ
ェ
ア

〜
名
護
市・北
部
エ
リ
ア
の
お
仕
事

開
催
日
　
平
成
３０
年
１２
月
１
日（
土
）

〜
平
成
３１
年
３
月
２
日（
土
）の
間
、

毎
月
３
回
程
度（
週
末
開
催
）

募
集
人
数　
３０
人（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
の
負
担
あ
り
）

受
講
要
件　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
人
を
対
象
と
し
ま
す
。

①
資
格
取
得
後
、名
護
市
で
保
育
士

と
し
て
就
労
を
希
望
す
る
人

②
保
育
士
試
験
の
受
験
資
格
を
有
し
、

平
成
３１
年
度
の
保
育
士
試
験
を
受
験

す
る
人

募
集
期
間　
１0
月
１5
日（
月
）〜
11
月

２
日（
金
）ま
で

申
込
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の

申
し
込
み
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沖
縄
県
学
童
・
保
育
支
援
セ
ン
タ
ー

FAX
0
9
8
‐
8
7
0
‐
1
8
3
5

☎
0
9
8
‐
8
7
0
‐
1
8
3
8

保
育
士
試
験
対
策
講
座
の

開
催
に
つ
い
て

ハマフエフキ（方言名：タマン） 保護区を示すブイ

8
時
〜
午
後
9
時　

③
毎
週
木
曜
日 

午
後
2
時
〜
午
後
3
時

【
少
人
数
英
会
話
教
室（
7
人
制
） 

中

級
ク
ラ
ス
】月
3
千
円

日
時　

毎
週
火
曜
日 

午
後
2
時
〜
午

後
3
時

【
日
本
語
教
室 

初
級
】月
千
円

日
時　

毎
週
金
曜
日 

午
後
8
時
〜
午

後
9
時

【
日
本
語
教
室 

中
級
】月
千
円

日
時　

毎
週
金
曜
日 

午
後
7
時
〜
午

後
8
時

※
期
間
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
各
講
座
と
も
会
費
協
会
会
員
入
会

が
必
要（
年
会
費
2
千
円
）。学
生
ま

た
は
、団
体
会
員
の
社
員
の
皆
さ
ま
は

年
会
費
免
除
。

日
時　

10
月
10
日（
水
） 

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

場
所　
名
護
中
央
公
民
館
２
階 

第
3

研
修
室

相
談
内
容　

医
療
保
険
、年
金
、老
人

保
健
・
福
祉
、雇
用
保
険
、交
通
安
全
、

戸
籍
、登
記
、窓
口
の
応
対
、障
が
い
者

へ
の
配
慮
な
ど

※
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

　

沖
縄
行
政
評
価
事
務
所
で
も
、電

話
な
ど
で
相
談
で
き
ま
す
。

　

 

沖
縄
行
政
評
価
事
務
所 

行
政
相

談
課

　

 

０
５
７
０‐
０
９
０‐
１
１
０

　

 

０
９
８‐
８
６
７‐
１
１
０
０

　

 

０
９
８‐
８
６
６‐
０
１
５
８

問
総
務
課 

総
務
係

☎
５
３‐１
２
１
２（
内
線
２
１
５
）

行
政
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

　

沖
縄
県
産
業
振
興
公
社
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
税
理
士
が
、市
内
の
企
業

が
活
用
可
能
な
税
の
優
遇
制
度
や

手
続
き
に
関
す
る
質
問
に
お
答
え
し

ま
す
。

場
所　

名
護
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

3
階（
Ｉ
Ｍ
室
）

開
催
日　
10
月
26
日（
金
）、11
月
30
日

（
金
） 

午
後
1
時
〜
午
後
4
時 

相
談

無
料
。

※
電
話
に
よ
る
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

問
商
工
観
光
局

経
済
金
融
活
性
化
特
区
推
進
室
・
企
業
誘
致
班

☎
5
3
‐
7
5
3
0

経
済
金
融
活
性
化
特
区
税
制
の

活
用
相
談
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

問☎☎FAX

上
、メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
に
よ
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沖
縄
県
学
童
保
育
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
提
出
。
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やさ
っ！

きっさ までぃ はりとーたるむんぬ
あみやさやー 
（さっきまで晴れてたのに雨だね）

（秋の空は変わりやすいね、
 これから涼しくなるね。）

秋ぬ空や変わい
やっさぬやー、
くりからや涼くないさ

あち すら

しだ

　

毎
月
第
1
水
曜
日
午
前
１０
時
よ
り

入
会
説
明
会
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

名
護
市
在
住
の
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

　

名
護
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

【
発
注
例
】

◉
家
庭
内
の
掃
除
、料
理
、庭
の
草
取
り

◉
公
共
施
設
管
理
、駐
車
場
管
理
、広

報
誌
の
配
布
、公
園
清
掃
、除
草
、草
刈

り
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

①
満
18
歳
以
上
の
女
性

②
名
護
市
出
身
ま
た
は
北
部
在
住
、名

護
市
勤
務
ま
た
は
在
学
の
方

③
2
0
2
0（
平
成
32
）年
1
月
末
ま
で

公
式
行
事
に
参
加
で
き
る
方

④
特
定
の
会
社
と
専
属
契
約
の
な
い
方

（
芸
能
関
係
、モ
デ
ル
事
務
所
な
ど
）

申
込
期
間
　
１０
月
1
日（
月
）〜
11
月

2
日（
金
） 

当
日
消
印
有
効　

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
名
護
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

5
3
‐
3
1
1
5

☎ 名
護
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
大
募
集

問
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
名
護

４
３‐０
１
５
９

☎ サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
名
護

１０
月
講
習

日
時　
12
月
2
日（
日
）

場
所　
北
部
農
林
高
等
学
校

受
験
申
込　

１０
月
１8
日（
木
）〜
25
日

（
木
）ま
で
。

※
受
験
申
込
用
紙
は
名
護
市
消
防
本

部
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
試
験
は
名
護
市
以
外
で
も
実
施

さ
れ
ま
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
名
護
市
消
防
本
部 

予
防
課

5
2
‐
1
1
9
5

☎ 平
成
30
年 

第
3
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
に
つ
い
て

　

国
が
一
部
助
成
す
る
退
職
金
の
制

度
を
ご
存
知
で
す
か
。パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
、家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て「
中

退
共
」で
検
索
く
だ
さ
い
。

問
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

０
３‐６
９
０
７‐１
２
３
４

☎ 中
小
企
業

退
職
金
共
済
制
度
に
つ
い
て

期
間
　
１０
月
22
日（
月
）〜
26
日（
金
）

時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場
所

◉
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
羽
地
集
出
荷
場

◉
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
為
又
集
出
荷
場

◉
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
久
志
集
出
荷
場

対
象
者　
農
家
登
録
者

農
家
負
担
額　
キ
ロ
あ
た
り
17
円

※
詳
し
く
は「
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

適
正
処
理
対
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」を
参
照
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、農
協
、各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設（
公
民
館
な
ど
）、各
支
所

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
名
護
市
園
芸
畜
産
課 

園
芸
係

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
2
8
6
）

☎ 農
家
の
皆
さ
ま
へ

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

適
正
処
理
に
つ
い
て

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
課
題

や
悩
み
に
専
門
家
が
総
合
的
に
支
援

し
ま
す
。

場
所　

名
護
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

３
階

開
催
日　

１０
月
１０
日（
水
）、１7
日（
水
）、

２４
日（
水
）、３１
日（
水
） 

午
前
9
時
〜

午
後
5
時

地
域
い
ち
ば
情
報

◉
ぴ
ん
ぷ
ん
日
曜
朝
市

日
時　
第
２
、４
日
曜

　
　
　

午
前
6
時
〜
午
前
9
時

場
所　
ひ
ん
ぷ
ん
ガ
ジ
ュ
マ
ル
南
側
広
場

◉
宮
里
区
朝
市

日
時　
第
３
日
曜

　
　
　

午
前
7
時
30
分
〜
午
前
10
時

場
所　
宮
里
区
公
民
館

◉
勝
山
軽
ト
ラ
市

日
時　
毎
月
第
４
日
曜

　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
正
午

場
所　
（
有
）勝
山
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
構
内

◉
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習（
２
日
間
）

日
時　
【
学
科
・
実
技
】１０
月
１５
日（
月
）・

１6
日（
火
）

◉
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能

講
習（
３
日
間
）

日
時　
【
学
科
・
実
技
】１０
月
２２
日（
月
）

〜
２４
日（
水
）

◉
高
所
作
業
車（
１０
メ
ー
ト
ル
未
満
）

特
別
教
育（
２
日
間
）

日
時　
【
学
科・実
技
】１０
月
２９
日（
月
）・

３０
日（
火
） 

定
員　

各
１５
人

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

み
ん
な
の
掲
示
板
へ
の
投
稿
を
募

集
中
で
す
。毎
月
１
日
か
ら
先
着
順
。

1
件
に
つ
き
1
0
0
字
以
内
。

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
3
3
5
）

☎hiroba@
city.nago.lg.jp

企
画
情
報
課 

情
報
政
策
係

問
5
3
‐
6
2
1
0

FAX み
ん
な
の
掲
示
板

０
８
０
‐
６
５
７
０
‐
１
８
１
８

☎
ナ
ガ
イ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー

問 ▽「
健
康
づ
く
り
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
」

募
集
5
人 

毎
週
水
曜
日 

午
前
10
時
〜

正
午
。名
護
体
育
館
、費
用
一
回
千
円
。

説
明
会（
無
料
）10
月
11
日（
木
） 

午
前

10
時 

名
護
体
育
館 

第
二
会
議
室

0
9
0
‐
6
8
6
0
‐
0
6
9
0（
宮
城
）

☎
北
部
混
成
合
唱
団
事
務
局

問 ▽
第
３４
回 

北
部
混
成
合
唱
団
定
期
演

奏
会 

混
声
合
唱
組
曲 

水
の
い
の
ち

10
月
20
日（
土
） 

開
演
：
午
後
6
時

（
開
場
：
午
後
5
時
30
分
）名
護
市
民

会
館 

大
ホ
ー
ル
。大
人 

千
円（
当
日

1
3
0
0
円
）／
小
中
高
生
5
0
0

円（
当
日
8
0
0
円
）

問
沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

0
9
8
‐
8
5
1
‐
8
4
6
0

☎contact@
yorozu.okinaw

a
https://yorozu.okinaw

a

HP 沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
よ
る

経
営
相
談
窓
口
に
つ
い
て

問
（
公
財
）名
護
市
観
光
協
会

名
護
市
大
中
１
丁
目
１９
番
２４
号

（
名
護
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
１
階
）

☎
５
３‐７
７
５
５

住☎
５
２‐１
７
９
７

FAX 「
第
45
代 

名
護
さ
く
ら
の
女
王
」

募
集

編
集
後
記

　

日
が
暮
れ
る
と
風
が
涼
し
い
と
感
じ

る
こ
と
が
多
く
な
り
、今
年
の
夏
も
終
わ

り
が
近
づ
い
て
い
る
と
感
じ
る
。今
年
は

「
平
成
最
後
の
夏
」そ
ん
な
声
を
よ
く
耳

に
し
た
。平
成
生
ま
れ
の
私
と
し
て
は
、

今
夏
が
終
わ
る
の
が
少
し
だ
け
さ
み
し

く
思
う
。し
か
し
、ま
だ
ま
だ
残
暑
が
続

く
中
、体
調
を
整
え
な
が
ら
、日
々
を
過

ご
し
た
い
。   　

  
                 

（
澄
）

　

衣
笠
、池
上
を
抜
け
て
葉
山
へ
。１
３
４

を
北
上
し
て
逗
子
海
岸
を
通
り
過
ぎ
、そ

の
ま
ま
北
へ
。ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
目

の
前
に
広
が
る
鎌
倉
、材
木
座
海
岸
―
。

胸
が
高
鳴
る
。私
の
故
郷
だ
。許
田
イ
ン

タ
ー
を
降
り
て
望
む
名
護
湾
は
、そ
れ
と

似
た
気
持
ち
に
さ
せ
る
。今
年
で
2
回
目

を
迎
え
る「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の

日
」。私
に
は
、同
時
に
故
郷
を
思
い
出
す

日
で
も
あ
る
。      

（
も
ず
く
＃
増
量
中
）

　

今
月
の
特
集
。た
く
さ
ん
の
苦
労
を

乗
り
越
え
、今
を
前
向
き
に
生
き
る
方
の

生
の
声
が
心
に
響
き
ま
し
た
。少
し
だ
け

い
つ
も
よ
り
優
し
く
な
り
た
い
と
思
っ
た

9
月
で
し
た
。　              

（
ゆ
う
き
）
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広 告 欄 広 告 欄
飲み会は
安く・美味しく
楽しい時間を

チーズフォンデュ季節野菜セット
お通し代なし、テーブルチャージ代なし
名護-75 -ビール祭り開催！生樽あるよ

沖縄県名護市城1-4-11 2階 【居酒屋 ぽこぽん】で検索！　薬剤師コラボ健康酒あり
名護市営市場 2F その他多彩なコース料理・飲み放題プランあり

お問合せ：070-5416-1129 予約承ります 日・月定休 18:00～23:30

地産地消で名護を元気に！
地鶏と地豚料理

名護-75-ビール発売！10月6日販売開始♬

お外で
ビアガーデン
気分も
味わえる
プランあり！

NEW!
♪♪

※営業日以外もご予約承ります。

※メニューは日替わり、テイクアウトは100円引きです。

※飲み放題プランもございます。ご相談ください。

〒905-0015 沖縄県名護市大南2-3-1
（名護市役所近く）080 -2751-4167

売切れ次第終了

58
449

宮里4丁目宮里4丁目宮里4丁目宮里4丁目

21世紀の森 港1丁目港1丁目港1丁目港1丁目

チャバー

名護市役所

水

タイ食堂 チャバ－ 検 索

タイ食堂タイ食堂

メニューは Facebook に掲載しています！

※広告欄掲載については、企画情報課（53-1212（内線335））までお問い合わせください。この広告は、広告主の責任において掲載しているものです。広告掲載料は、名護市子ども夢基金に積み立てられます。

●発行/名護市  ●担当/名護市地域政策部企画情報課情報政策係 〒905-8540  沖縄県名護市港一丁目1番1号  TEL.0980-53-1212(内線335)  FAX.0980-53-6210  URL.http：//www.city.nago.okinawa.jp/ 
●印刷/株式会社 琉球若草  〒905-0017  沖縄県名護市大中1丁目19-24  名護市産業支援センター1F  TEL.0980-53-6050

名護市広報 市民のひろば10月号 平成30年10月1日発行

第６回 名護市環境フェア第６回 名護市環境フェア

環境対策課 ☎問 52-0003

　市民、事業者、行政が協働し、地球温暖化防止対策をはじめ、水と緑の保全の
取り組みや平成20年度より実施している「ごみ減量・資源化事業」など、市民一人
ひとりが環境やエネルギーに配慮したライフスタイルへと転換を図るための
機会を提供することを目的として、第６回 名護市環境フェアを開催します。 イベント

環境展示会、環境学習発表会、
環境問題についてのお話、コント、リメイク
ファッションショー など

53-5427☎問 名護市民会館

名護市民会館からのお知らせ

昨年の選抜移動展より（金武中央公民館）

昨年の第33回 市民音楽祭　出演者と鑑賞者全員による「名護市民の歌」

第４５回 やんばる展 ～北部総合芸術展～第４５回 やんばる展 ～北部総合芸術展～
10/31水

11/～ 4日展示
期間

その他
楽しいアトラクションが
もりだくさん！！

開催
日時
10/7日 午前10時～午後5時

場所：名護市民会館前庭広場

時間：午前10時～午後6時
会場：名護市民会館

時間：午前10時～午後5時
会場：沖縄県立博物館・美術館県民ギャラリー

選  抜
移動展

12/5水 12/～ 9日
入場
無料

第３４回 市民音楽祭
～市民参加による音楽の祭典～
第３４回 市民音楽祭
～市民参加による音楽の祭典～

11/3土公演
日時 文化の日

300円入場料出演団体募集します。
※参加申込締切10月16日（火）まで

開演：午後3時
会場：名護市民会館 大ホール
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